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今
年
度
は
、
車
道
３
８
５
・
９
㎞
と
歩

道
１
１
３
・
９
㎞
の
除
排
雪
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

除
雪
作
業
は
、
市
の
受
託
業
者
で
あ
る

「
北
広
島
道
路
維
持
協
同
組
合
」
が
設
置

す
る
除
雪
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
17
業
者

（
除
雪
車
64
台
と
人
員
約
１
５
０
人
）
で

行
い
ま
す
。　

　

除
雪
費
は
、
平
成
21
年
度
は
約
３
億
７

千
万
円
掛
か
り
ま
し
た
。
市
民
１
人
当
た

り
約
６
千
円
を
負
担
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
内
訳
は
、
新
雪
の
除
雪
の
ほ
か
、
幹

　

市
で
は
、
冬
期
間
も
市
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
車
道
や

歩
道
の
除
排
雪
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
作
業
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
、
雪
が
降
り
続
き
、
積
雪

が
10
㎝
以
上
に
な
っ
た
と
き
に
除
雪
を
行

い
ま
す
。

　

通
勤
や
通
学
の
時
間
帯
ま
で
に
除
雪
を

終
え
る
た
め
、
夜
間
の
作
業
が
中
心
と
な

り
ま
す
。
騒
音
や
振
動
で
迷
惑
を
掛
け
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

除
雪
作
業
は
通
常
、
１
回
に
約
６
時
間

か
か
り
ま
す
。
地
区
に
よ
っ
て
積
雪
の
状

況
が
異
な
る
場
合
は
、
地
区
ご
と
に
出
動

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
深
夜
や
明
け
方
に
雪
が
降
り
出

し
た
と
き
は
、
通
勤
・
通
学
時
間
と
重
な

り
危
険
な
た
め
、出
動
を
見
合
わ
せ
ま
す
。

雪の季節がやって来ました

北広島道路維持協同組合
除雪センター長
鮱
え び な

名雄三さん
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線
道
路
の
排
雪
や
拡
幅
除
雪
、
路
面
凍
結

防
止
剤
の
散
布
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
電
気
代
な
ど
で
す
。

　

道
路
の
安
全
管
理
や

パ
ト
ロ
ー
ル
、
除
雪
の

出
動
、
排
雪
作
業
な
ど

を
市
と
連
携
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て

い
る
と
、
除
雪
車
の
近

く
を
歩
い
た
り
、
車
で

無
理
に
追
い
越
そ
う
と
し
た
り
す
る

方
が
い
ま
す
。
作
業
中
は
周
り
が
見

え
に
く
く
、
危
険
な
の
で
や
め
て
く

だ
さ
い
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
感
謝
や
ね

ぎ
ら
い
の
電
話
や
言
葉
を
掛
け
て
も

ら
う
事
が
あ
り
ま
す
。
仕
事
を
す
る

上
で
と
て
も
励
み
に
な
り
、
う
れ
し

い
で
す
。

　

快
適
に
、
そ
し
て
安
全
に
冬
道
を

通
行
で
き
る
よ
う
に
道
路
を
維
持
す

る
こ
と
を
心
掛
け
、
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

感
謝
の
言
葉
を
励
み
に

除雪作業の妨げになるだけでなく、
救急車などの緊急車両が通れなくな
ります。

除雪作業は大変危険です。特に、子
どもは絶対に近付けないでください。

道路への雪出しは道幅を狭くし、路
面状況を悪くします。河川への雪出
しは、雪解け時期に水があふれる原
因になります。

除雪車が通った後の玄関前などに寄
せられた雪は、家庭で処理をしてだ
さい。ご協力をお願いします。

除雪車が雪を置く空き地の提供をお
願いしています。



■
対
象　

市
の
指
定
業
者
と
の
契
約

で
市
道
の
排
雪
を
行
う
自
治
会
・
町

内
会

■
補
助
額　

排
雪
に
掛
か
る
費
用
の

２
分
の
１
以
内

■
申
込
み　

平
成
23
年
１
月
14
日（
初

め
て
補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
団
体

や
、
排
雪
す
る
道
路
を
昨
年
度
か
ら

変
更
す
る
団
体
は
12
月
22
日
）
ま
で

に
土
木
事
務
所

③

■問合せ　土木事務所（☎ 372-3311 内線 759）

除雪区域 担当業者 連絡先
西の里、西の里北・南・東、
虹ヶ丘 田島工業㈱ ☎375-2037

大曲柏葉１・２丁目、大曲
南ヶ丘、大曲末広５～７丁目

北流システム
建設㈱ ☎376-3229

大曲柏葉３～５丁目 鈴木造園㈱ ☎376-2414

北の里、広島工業団地（一部）協業組合エクセル三和 ☎372-2011

大曲光、大曲緑ヶ丘５丁目
（一部）・７丁目、東共栄
１丁目（一部）・２丁目

広島建設㈱ ☎372-3844

東共栄１丁目（一部）・３・
４丁目、美咲き野、新富町
西・東

藤山建設㈱ ☎372-3107

稲穂町西（６丁目を除く）・
東、中央４～６丁目 日重建設㈱ ☎0123-32-

2305
栄町２～４丁目、北進町２
～４丁目、広葉町 北誠畠山工業㈱ ☎375-3363

大曲中央２・３丁目、大曲
並木、大曲緑ヶ丘１～４丁
目・５丁目（一部）・６丁
目、大曲末広１～４丁目

㈱マルマサトウ ☎377-8760

北進町１丁目、輝美町、南
町、白樺町３丁目、泉町４
丁目、里見町、緑陽町、山
手町、中央３丁目、美沢、
広島第２工業団地

丸開工業㈱ ☎372-2146

共栄町、若葉町、青葉町、
白樺町１・２丁目、高台町、
泉町１～３丁目、松葉町、
そのほかの郊外道路

㈱三幸 ☎372-5288

輪厚、輪厚中央、輪厚元町、
希望ヶ丘 恵進建設㈱ ☎377-3183

大曲工業団地 日本道路㈱ ☎377-3797
朝日町、稲穂町西６丁目、
中央１・２丁目、栄町１丁
目、大曲中央１丁目、大曲
幸町、そのほかの郊外道路

除雪センター ☎373-7751

除雪に関する問い合わせ　除雪センター（☎373‒7751)

期間　12月20日～30日、平成23年 1 月 4 日～ 3月20日
時間　午前８時～午後５時（③は土曜に限り午後10時まで、
             ④は午前９時から）
＊雪堆積場では管理人の指示に従ってください。正午～午
後１時は場内整備で閉鎖します。また、天候や搬入量の状
況などで予告なく閉鎖する場合があります。ほかの市町村
からの雪を持ち込む事はできません。雪以外のごみなどは
捨てないようにしてください。

　

自
治
会
・
町
内
会
が
自
主
的
に
行
う
市

道
の
排
雪
費
用
を
、
シ
ー
ズ
ン
中
１
回
に

限
り
補
助
し
ま
す
。
快
適
に
冬
を
過
ご
す

た
め
に
、
ぜ
ひ
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
平
成
21
年
度
に
利
用
し
た
団
体
は
、
62

団
体
で
し
た
。

　

冬
期
間
の
交
通
確
保
や
生
活
環
境
向
上

の
た
め
、自
主
的
に
除
雪
を
行
う
自
治
会
・

町
内
会
な
ど
の
団
体
に
、
小
型
除
雪
機
械

を
貸
し
出
し
ま
す
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
公
共
施
設
周
辺
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
の
除
雪
な
ど
、

■
対
象　

自
治
会
・
町
内
会
な
ど
の

団
体

■
条
件　

除
雪
機
械
を
操
作
す
る
全

員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入

■
期
間　

12
月
20
日
〜
平
成
23
年
３

月
31
日
（
１
回
の
貸
し
出
し
は
７
日

間
ま
で
）

■
費
用　

燃
料
費

＊
利
用
す
る
団
体
ま
で
の
除
雪
機
械

の
運
搬
・
回
収
は
、
市
が
行
い
ま
す
。
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い
ろ
い
ろ
な
使
い
方
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
小
型
除
雪
機
械
の
操
作
講
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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【
文
学
・
児
童
文
学
】

　

第
18
回
小
川
未
明
文
学
賞
で
、
全
国
か

ら
の
応
募
作
品
３
７
９
編
の
中
か
ら
、
最

高
賞
で
あ
る
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
作
品　
　

「
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
森
で
」

市
川
洋
一
さ
ん

　

文
化
賞
は
、
優
秀
な
文
化
活
動
で
、
市

の
文
化
の
向
上
・
発
展
に
功
績
が
あ
っ
た

方
に
贈
ら
れ
ま
す
。
10
個
人
と
３
団
体
の

皆
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
、
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
で
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
等
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
し
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

文化賞を受賞した皆さん

【
文
学
・
弁
論
】

　

第
54
回
文
部
科
学
大
臣
杯
全
国
青
年
弁

論
大
会
一
般
の
部
で
、
最
高
賞
で
あ
る
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
作
品
議
題　
「
つ
く
ら
れ
た
『
ま
ち
』

を
つ
く
る
『
ま
ち
』
へ
」

内
藤
泰
葉
さ
ん

長
澤
昌
直
さ
ん

【
美
術
・
油
彩
】

　

第
84
回
北
海
道
美
術
協
会
展
（
道
展
）

の
油
彩
部
門
で
、
新
人
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
受
賞
者
に
よ
る
道
展
新
鋭

展
で
も
道
展
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
作
品　
　

「
黄た

そ
が
れ昏
」

三
澤
和
浩
さ
ん

高た

か

の野
三
男
さ
ん

【
そ
の
他
・
読
書
普
及
】

　

昭
和
54
年
６
月
か
ら
31
年
以
上
に
わ
た

り
地
域
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
読
み
聞
か
せ

や
語
り
を
通
し
て
、
市
内
の
読
書
普
及
に

貢
献
し
ま
し
た
。
中
で
も
「
語
り
」
は
民

話
を
口
承
で
伝
え
る
も
の
で
、
数
少
な
い

語
り
部
の
一
人
で
す
。

菅す
が

政ま

さ

こ子
さ
ん

【
文
学
・
俳
句
】

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
北
海
道
・
札
幌
２
０

０
９
俳
句
交
流
大
会
当
日
句
部
門
で
、
全

国
投
句
数
８
５
１
句
の
中
か
ら
、
撰
者
特

選
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
作
品　
　

「
少
年
の　

野
性
の
眼ま

な
こ　

鮭

を
射
る
」

【
美
術
・
油
彩
】

　

北
広
島
美
術
協
会
発
足
以
来
、
会
長
、

副
会
長
を
歴
任
し
、
長
年
協
会
の
指
導
者

的
役
割
を
果
し
ま
し
た
。
個
展
の
開
催
や

精
力
的
な
制
作
活
動
で
市
民
の
皆
さ
ん
の

美
術
へ
の
関
心
を
高
め
る
な
ど
、
地
域
文

化
の
振
興
に
貢
献
し
ま
し
た
。
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【
美
術
】

　

平
成
２
年
２
月
の
発
足
か
ら
20
年
以
上

に
わ
た
り
、
毎
年
協
会
展
と
企
画
展
を
開

催
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
芸
術
鑑
賞
や
作

品
制
作
の
機
会
を
提
供
し
続
け
る
な
ど
、

地
域
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
ま
し
た
。

北
広
島
美
術
協
会

【
書
道
】

　

第
41
回
全
道
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
毛
筆
の

部
中
三
で
、
最
高
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
作
品　
　

「
始
平
公
像
」

伊
藤
知ち

は

る晴
さ
ん

【
書
道
】

　

第
41
回
全
道
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
毛
筆
の

部
小
六
で
、
最
高
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
作
品　
　

「
友
情
」

種
市
真
由
さ
ん

【
そ
の
他
・
新
聞
】

　

第
16
回
ど
う
し
ん
私
と
ぼ
く
の
小
学
生

新
聞
グ
ラ
ン
プ
リ
で
、
全
道
か
ら
の
応
募

作
品
１
万
６
０
６
８
作
品
の
中
か
ら
最
高

賞
で
あ
る
フ
ム
フ
ム
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
作
品　
　

「
気
に
な
Ｒ
新
聞
」

【
文
学
・
作
文
】

　

平
成
21
年
度「
青
少
年
に
夢
と
希
望
を
」

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
全
道
表
彰
小
学
生
の
部

で
、
応
募
作
品
１
９
２
２
編
の
中
か
ら
、

最
高
賞
で
あ
る
石
森
延
男
作
文
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

受
賞
作
品　
　

「
私
の
夢
」

平
塚
菜
々
子
さ
ん

【
音
楽
・
吹
奏
楽
】

　

第
55
回
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に

石
狩
地
区
代
表
と
し
て
出
場
し
、
高
等
学

校
Ａ
編
成
の
部
で
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
演
奏
曲　

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作
曲

バ
レ
エ
音
楽
「
白
鳥
の
湖
」
か
ら

札
幌
日
本
大
学
高
等
学
校

吹
奏
楽
局

【
音
楽
・
合
唱
】

　

第
61
回
北
海
道
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
・
第

63
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
北
海
道
支

部
大
会
の
中
学
校
部
門
同
声
合
唱
の
部
で
、

金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
演
奏
曲　

信
長
貴
富
編
曲　

わ
ら
べ

う
た
「
ず
い
ず
い
ず
っ
こ
ろ
ば
し
」
「
あ

ん
た
が
た
ど
こ
さ
」「
て
ぃ
ん
さ
ぐ
ぬ
花
」

西
部
中
学
校
合
唱
部

大
沼
龍
之
介
さ
ん
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スポーツ賞を受賞した皆さん

　

ス
ポ
ー
ツ
賞
は
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
好

成
績
を
収
め
た
方
や
団
体
に
贈
ら
れ
ま
す
。

17
個
人
と
１
団
体
の
皆
さ
ん
が
受
賞
し
ま

し
た
。

【
一
輪
車
】

　

２
０
１
０
ツ
ー
ル
・
ド
・
十
勝
さ
わ
や

か
一
輪
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
２
・
０
㎞
20
イ

ン
チ
で
優
勝
し
ま
し
た
。

【
硬
式
テ
ニ
ス
】

　

平
成
22
年
度
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
18
歳
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
で

優
勝
し
ま
し
た
。

【
硬
式
テ
ニ
ス
】

　

平
成
22
年
度
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
18
歳
以
下
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で

優
勝
し
ま
し
た
。

花
井
由
衣
さ
ん

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

　

第
62
回
北
海
道
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
、
第
３
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

【
柔
道
】

　

第
７
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会

５
年
生
女
子
40
㎏
級
で
優
勝
し
ま
し
た
。

佐
々
木
郁
実
さ
ん

【
相
撲
】

　

第
13
回
北
海
道
小
中
学
生
相
撲
選
手
権

大
会
中
学
生
男
子
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。

【
太
極
拳
】

　

第
20
回
北
海
道
武
術
太
極
拳
連
盟
交
流

大
会
男
子
初
級
長
拳
、
刀
術
ジ
ュ
ニ
ア
の

部
で
優
勝
し
ま
し
た
。

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

　

第
６
回
北
海
道
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

イ
ン
ド
ア
選
手
権
大
会
兼
第
９
回
全
国
小

学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
予
選
会
４
年
以

下
男
子
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

　

第
６
回
北
海
道
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

イ
ン
ド
ア
選
手
権
大
会
兼
第
９
回
全
国
小

学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
予
選
会
４
年
以

下
男
子
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。

長
谷
川
裕
明
さ
ん

伊
藤
羽は

み美
さ
ん

滝
本
誠ま

さ
か
ず一

さ
ん

加
藤
文
彬
さ
ん

鎌
田
健
太
郎
さ
ん

髙
橋
臣じ

ん

さ
ん

熊
野
壮
平
さ
ん
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■問合せ　〈文化賞について〉市教委文化課（芸術文化ホール内・☎ 372-7667）
　　　　　〈スポーツ賞について〉市教委社会教育課（☎ 372-3311 内線 673）
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【
柔
道
】

　

平
成
22
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会

第
38
回
北
海
道
中
学
校
柔
道
大
会
女
子
個

人
57
㎏
以
下
級
で
、
第
３
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。

【
器
械
体
操
】

　

平
成
22
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会

第
41
回
北
海
道
中
学
校
体
操
競
技
・
新
体

操
大
会
体
操
競
技
女
子
二
部
個
人
総
合
で

優
勝
し
ま
し
た
。

【
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
】

　

第
35
回
全
日
本
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
選

手
権
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
ダ
ン
ス
ト
ワ

ー
ル
小
学
校
部
門
で
、
第
２
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

　

第
６
回
北
海
道
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

イ
ン
ド
ア
選
手
権
大
会
兼
第
９
回
全
国
小

学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
予
選
会
５
年
女

子
の
部
で
、
第
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

　

第
６
回
北
海
道
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

イ
ン
ド
ア
選
手
権
大
会
兼
第
９
回
全
国
小

学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
予
選
会
５
年
女

子
の
部
で
、
第
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

　

第
６
回
北
海
道
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

イ
ン
ド
ア
選
手
権
大
会
兼
第
９
回
全
国
小

学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
予
選
会
４
年
以

下
男
子
の
部
で
準
優
勝
し
ま
し
た
。

山
内
将
仁
さ
ん

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

　

第
６
回
北
海
道
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

イ
ン
ド
ア
選
手
権
大
会
兼
第
９
回
全
国
小

学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
予
選
会
４
年
以

下
男
子
の
部
で
、第
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

広
瀬
嶺
太
さ
ん

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

　

第
６
回
北
海
道
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

イ
ン
ド
ア
選
手
権
大
会
兼
第
９
回
全
国
小

学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
予
選
会
４
年
以

下
男
子
の
部
で
準
優
勝
し
ま
し
た
。

河
部
優
真
さ
ん

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

　

平
成
22
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会

第
40
回
北
海
道
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
女
子
の
部
で
、
第
３
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

広
葉
中
学
校

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

谷
口
穂
乃
佳
さ
ん

大だ
い
じ
ょ
う上

な
お
み
さ
ん

原
田
亜
耶
さ
ん

佐
々
木
麗
花
さ
ん

飯
田
百
香
さ
ん
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国
保
の
医
療
費
が
一
番
多
く
掛
か
っ
た
の
は
、

高
血
圧
や
脳
梗こ

う
そ
く塞

、
脳
出
血
、
く
も
膜
下
出
血
、

心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
な
ど
の
循
環
器
系
の
病
気

の
治
療
で
す
。
高
血
圧
の
治
療
だ
け
な
ら
年
間

７
万
円
程
度
で
す
が
、
重
症
化
し
た
脳
梗
塞
や

脳
出
血
、
く
も
膜
下
出
血
の
治
療
は
１
回
約
２

０
０
万
円
、
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
の
治
療
は
１

回
約
４
０
０
万
円
が
掛
か
り
ま
す
。

　

循
環
器
系
の
病
気
は
、
重
症
化
す
る
ま
で
自

覚
症
状
が
現
れ
に
く
い
の
が
特
徴
で
す
。
重
症

化
し
な
い
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
健
康

状
態
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に
は
、

ま
ず
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
は
、
本
人
が
支
払
う
一

部
負
担
金
や
国
保
の
医
療
費
を
減
ら
す
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

仕
事
や
運
動
、
生
活
リ
ズ
ム
、
食
事
、
飲
酒
、

喫
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
の
変
化
は
、
健
診
結
果

の
数
値
に
影
響
し
ま
す
。
悪
い
状
態
が
続
く
と

動
脈
硬
化
が
進
み
、
最
終
的
に
脳
梗
塞
や
脳
出

血
、
く
も
膜
下
出
血
、
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
な

ど
、
循
環
器
系
の
中
で
も
重
い
病
気
へ
と
進
ん

で
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

特
定
健
診
を
受
け
て
健
診
結
果
の
数
値
を
知

り
、
基
準
値
に
近
付
け
る
こ
と
が
、
自
分
の
体

を
守
り
、
医
療
費
を
減
ら
す
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　

中
性
脂
肪
や
Ｌ
Ｄ
Ｌ
（
悪
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
、
血
圧
、H

bA
1
c

　

（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
エ
ー

ワ
ン
シ
ー
）
の
数
値
は
、
日
ご
ろ
の
暮
ら
し
を

変
え
る
こ
と
で
改
善
で
き
ま
す
。

平成21年５月の１人当たりの国保の医療費 当
）
は
２
万
４
１
７
５
円
で
し
た
。
同
じ
月
の

全
国
の
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
１
万
８
５
４

２
円
で
、
当
市
の
国
保
が
５
６
３
３
円
高
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

市
内
の
国
保
加
入
者
は
約
１
万
５
千
人
。
医

療
費
は
年
間
約
50
億
円
で
す
。
平
成
21
年
５
月

分
の
当
市
の
１
人
当
た
り
の
医
療
費
（
10
割
相

北広島市国保の医療
費は、全国に比べて
１カ月5,633円、１
年間分で計算すると
約７万円高いです。

医療費が多く掛かった病気
は、１位が循環器系の病気
です。２位が悪性新生物（が
ん）、３位が消化器系の病
気です

全国

北海道

北広島市

0 5000 10000 15000 20000 250000

22,574円

18,542円

24,175円
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〈
中
性
脂
肪
〉

　

人
間
の
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。
通
常

は
必
要
な
量
が
血
液
中
に
存
在
し
、
残
り
は
皮

下
や
内
臓
の
脂
肪
細
胞
に
蓄
え
ら
れ
ま
す
。
余

っ
て
く
る
と
血
液
中
の
量
が
多
く
な
り
ま
す
。

〈
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
〉

　

体
を
つ
く
っ
て
い

る
細
胞
膜
や
ホ
ル
モ

ン
の
材
料
に
な
る
も

の
で
す
。
余
っ
て
く

る
と
血
管
の
壁
を
厚

く
し
ま
す
。

〈H
b
A
1
c

〉

　

血
液
中
の
血
色
素
（
赤
血
球
の
中
に
含
ま
れ

る
成
分
）
と
血
液
中
の
糖
分
が
く
っ
つ
い
て
で

き
る
も
の
で
す
。H

bA
1
c

が
高
い
状
態
が
続

く
と
慢
性
的
な
高
血
糖
状
態
と
な
り
ま
す
。
高

血
糖
が
続
く
と
血
管
の
壁
を
も
ろ
く
し
、
体
の

細
胞
が
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〈
血
圧
〉

　

心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
る
血
液
の
量
と
血
管

の
硬
さ
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
収
縮
期
血
圧

（
上
）
は
心
臓
が
収
縮
し
て
血
液
を
送
り
出
す

と
き
に
血
管
に
か
か
る
圧
力
で
す
。
拡
張
期
血

圧
（
下
）
は
心
臓
が
拡
張
し
た
と
き
に
血
管
が

元
の
太
さ
に
戻
る
と
き
に
か
か
る
圧
力
で
す
。

い
ず
れ
も
高
い
状
態
が
続
く
と
血
管
の
内
膜
を

傷
付
け
、
動
脈
硬
化
が
進
み
ま
す
。

循環器系の病気特定健診で実施している検査

脳梗塞

脳出血

くも膜下出血

心筋梗塞

狭心症

男女とも40％以上の方が、基準値の5.1
を超えています

HbA1c（ヘモグロビンエーワンシー）

糖代謝

＊治療に１回約400万円掛
かります。

＊治療に１回約200万円掛
かります。また、体に障が
いが残ったり、介護が必要
になったりすることもあり
ます。

50～59歳の男性の40％以上が、基準値の
149を超えています

脂質

男女とも50％以上の方が、基準値の119
を超えています

ＬＤＬ（悪玉）コレステロール

中性脂肪

数値の悪い状態が続く
と、次のような病気を
引き起こします

コレステロールなどがた
まると血管が細くなります

収縮期血圧（上）　基準値130未満
拡張期血圧（下）　基準値85未満

血圧

男性の50％、女性の40％以上が基準値を
超えています
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Ｈ20年６月受診 Ｈ21年６月受診 変化
中性脂肪 69 94 ↑
ＨＤＬコレステロール 59 57 ↓
ＬＤＬコレステロール 98 105 ↑
収縮期血圧（上） 133 121 ↓
拡張期血圧（下） 84 80 ↓
空腹時血糖 92 108 ↑
HbA1c 5.3 4.9 ↓
尿糖 ー ー →
尿蛋白 ー ↑
尿潜血 ー ↑

　

今
年
度
の
国
保
の
特
定
健
診
の
実
施
期
間
は
、

平
成
23
年
２
月
28
日
ま
で
で
す
。対
象
者
に
は
、

５
月
下
旬
に
特
定
健
康
診
査
受
診
券
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
受
診
券
を
な
く
し
た
方
に
は
再
発

行
し
ま
す
。
市
民
課
国
保
担
当
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　

健
診
を
毎
年
受
け
て
結
果
を
比
較
す
る
こ
と

で
、
体
内
で
起
こ
っ
て
い
る
変
化
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　平成16年に退職したときは、体重が88㎏くらいあ
って太り過ぎと言われていましたが、これといった
病気もなく、健康には自信がありました。その後ク
ラス会の集まりで１泊したとき、食後にみんなが一
斉に薬を飲み始めたのを見て、正直びっくりしまし
た。そこで試しに、20年７月に初めて特定健診を受
けました。
　退職してから健康のため歩くスキーを始めたり、
トリムコースを歩いたりしています。体重を78㎏ま
で減らしていたので、大丈夫だという自信がありま
した。しかし、いざ健診を受けるとＢＭＩ（肥満度）
と尿酸、血圧が少し基準値を超えていました。
　最初はＢＭＩの意味が分からなかったので、聞く
だけのつもりで特定保健指導を受けました。詳しい
資料をもらい、保健師や栄養士の話を聞くうちに、
生活習慣を見直し体重を減らそうと決意しました。

　私は食べることが何より好きです。食事制限はで
きないと思ったので、運動を一生懸命頑張りました。
毎日の体重をグラフにして気を付けています。大好
きな旅行に出掛けて食べ過ぎても、帰ってから運動
することで減量できました。決して無理はしていま
せん。無理をするとその反動で体重が増えてしまう
からです。今は当初の目標体重の72㎏を維持してい
ます。次の目標は体重70㎏まで落とすことです。
　特定健診を受けて良かったと思います。自分の健
康状態を知ることは大事なことです。次はがん検診
を受けて、なるべく薬を飲まなくて済むような生活
を続けたいと思います。

＊主に腎臓の機能を見る項目です。

＊

尾
崎
實
さ
ん
（
広
葉
町
）

そのほかは、そ
んなに変化はな
いかな？

血圧の数値が低く
なったみたい。こ
れからも気を付け
よう！

毎年、きちんと健診を受けているＡさんの場合

＋
－
＋
－

あら！　尿蛋
たん

白と
が尿潜血が　（プ
ラスマイナス）に
なっている。何か
あったかしら？

＋
－

昨年と結果を比較する
ことで、悪くなっている
ところに気が付くことが
できます。

今
年
度
の
特
定
健
診
の
実
施
期
限

が
間
近
で
す



■問合せ　〈国保について〉市民課（☎ 372-3311 内線 707）
　　　　　〈脳卒中について〉健康推進課（☎ 372-3311 内線 808）
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140

２時間

血
糖
値

　

当
市
で
は
、
平
成
20
年
に
55
人
が
脳
卒
中
が

原
因
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
医
療
が
進
み
、
昔

よ
り
も
命
を
落
と
す
人
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、

脳
卒
中
に
な
る
と
麻ま

ひ痺
な
ど
の
後
遺
症
が
残
り
、

介
護
が
必
要
に
な
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

知っていますか？　食後高血糖
　食後高血糖は、食後２時間を過ぎても血糖値が 140mg/dl 以下にならない状態の
ことです。通常、食事によって糖分が吸収され血糖値が高くなると、すぐにインス
リンが働き血糖値が下がるため、食後２時間以内には食前の状態に戻ります。しか
し、インスリンの働きが鈍かったり、分泌が不足していたりすると、血糖値の上昇
が抑えられず、放っておくと糖尿病へと進行していきます。

糖尿病予備軍や境界型糖
尿病と診断されたことが
ある方やHbA1cが高い方
は、食後高血糖の可能性
があります。

★食後高血糖が続くとどうなるの？
慢性的な高血糖を起こし、血管がもろくなり、詰まりやすくなります。
★食後高血糖を予防するには？
食品に含まれる糖には、食後に血糖値が急激に上がりやすい糖（単純糖質）と、な
だらかに上がる糖（複合糖質）があります。単純糖質を取り過ぎないことが食後高
血糖の予防につながります。

糖
の
種
類

単
純
糖
質

複
合
糖
質

果物
ジュース
菓子（砂糖）
酒
ビール

ご飯
パン
いも類
（でんぷん類）

分子がバラバラ
です。体に早く
吸収されるので
血糖値が急上昇
します

分子がくっつい
ています。一度
バラバラにして
から体に吸収さ
れるので血糖値
はゆっくり上昇
します

（例）ジュースを160㏄飲むと
　　　　　　　　→糖20ｇが体に入ります

（例）ご飯を50ｇ食べると　　
　　　　　　　　→糖19ｇが体に入ります

140

60秒

血
糖
値

多量のインス
リンを無駄使
いします

*
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、

通
常
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
２
号
被
保
険

者
は
、
脳
卒
中
を
は
じ
め
と
す
る
16
種
類
の
特

定
疾
病
に
原
因
が
あ
る
場
合
だ
け
、
サ
ー
ビ
ス

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

脳卒中は、脳の血管が傷む
病気です。血管が傷んでい
ないかどうかは、健診や血
液データで分かります。定
期的に健診を受けてチェッ
クしましょう。

～単純糖質の取りすぎに注意～

少量のインス
リンで十分です

　

左
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
「
あ

れ
、
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、
早
く
専
門

病
院
（
脳
神
経
外
科
）
を
受
診
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

すぐ受診
しましょう

１つでも当てはまったら
「
イ
ー
」
と
笑
顔
を
つ
く
っ

た
と
き
、
歯
が
左
右
均
等
に

見
え
な
い

「
前
へ
倣な

ら

え
」
で
自
然
と
片

方
の
腕
が
下
が
る

言
葉
が
言
い
づ
ら
い
。
ろ
れ

つ
が
回
ら
な
い

顔腕言葉

＊
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平
成
13
年
に
作
成
し
た
「
き
た
ひ
ろ
し

ま
男
女
平
等
参
画
プ
ラ
ン
」
が
今
年
度
で

終
了
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
新
た
に
始

ま
る
10
年
間
の
推
進
計
画
「
き
た
ひ
ろ
し

ま
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
の
作
成
を
進

め
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
や
情
報
・
国

際
化
な
ど
、
社
会
は
大
き
く
変
化
し
て
き

ま
し
た
。
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
20
年
度

に
実
施
し
た
「
男
女
平
等
参
画
に
関
す
る

市
民
意
識
調
査
」
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
よ

り
現
状
に
合
っ
た
計
画
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
計
画
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
意

見
を
参
考
に
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

                                                                   

■
新
し
い
計
画
は
…

　

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
に
沿

っ
て
、
男
女
が
互
い
を
尊
重
し
、
責
任
を

分
担
し
て
個
性
と
能
力
が
発
揮
で
き
る
社

会
を
目
指
す
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
計

画
の
名
称
に
も
な
っ
て
い
た「
平・

・等
参
画
」

を
踏
ま
え
、
一
段
階
進
ん
だ
「
男
女
共・

・同

参
画
」
社
会
を
目
標
と
し
ま
す
。

第２次

　
　

私
た
ち
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
男

　
　

性
は
外
で
働
き
生
活
を
支
え
、
女

性
は
家
庭
を
守
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い

た
け
ど
、今
は
働
く
女
性
も
増
え
た
し
、

料
理
好
き
な
男
性
や
「
育
メ
ン
」
と
か

い
う
子
育
て
を
積
極
的
に
楽
し
む
パ
パ

も
い
て
、
時
代
は
変
わ
っ
て
き
た
ね
。

　
　

日
本
も
大
臣
や
宇
宙
飛
行
士
な
ど
、

　
　

女
性
が
活
躍
し
て
い
る
か
ら
、
も

う
男
女
共
同
参
画
な
ん
て
言
う
必
要
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

　
　

女
性
○
○
と
い
う
の
が
珍
し
い
か

　
　

ら
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る

だ
け
。
現
実
は
女
性
の
国
会
議
員
や
市

議
会
議
員
は
少
な
い
よ
ね
。
周
り
を
見

て
も
自
治
会
・
町
内
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会

長
は
男
性
が
多
い
け
ど
、
活
動
自
体
は

女
性
が
活
躍
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
ね
。

　
　

男
性
の
方
が
物
事
を
ま
と
め
た
り
、

　
　

発
表
す
る
こ
と
が
う
ま
い
か
ら
だ

と
思
う
け
ど
。

　
　

う
ち
の
子
は
女
の
子
だ
け
ど
、
ク

　
　

ラ
ス
委
員
や
ク
ラ
ブ
の
部
長
を
や

っ
て
、
う
ま
く
ま
と
め
て
い
る
よ
ね
。

性
別
は
関
係
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

　
　

気
が
付
か
な
か
っ
た
け
ど
、
ま
だ

　
　
「
こ
れ
は
男
性
の
役
割
、
こ
れ
は

女
性
の
役
割
」
っ
て
思
い
込
ん
で
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
も
。

　
　

私
も
自
治
会
・
町
内
会
の
役
員
と

　
　

か
面
倒
な
こ
と
は
男
性
に
頼
る
こ

と
が
あ
る
し
。
男
性
も
女
性
も
、
性
別

だ
け
で
役
割
を
決
め
て
し
ま
う
意
識
を

変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
。

　
　

少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
は
い
る

　
　

け
れ
ど
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
な

ん
だ
ね
。
子
ど
も
に
は
、
自
分
の
好
き

な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
ね
。

　
　

そ
う
思
う
。
私
も
子
ど
も
が
で
き

　
　

て
前
の
仕
事
を
辞
め
た
け
ど
、
今

な
ら
続
け
ら
れ
そ
う
。
パ
パ
も
前
よ
り

た
く
さ
ん
協
力
し
て
く
れ
そ
う
だ
し
…
。

　
　

よ
し
、
わ
が
家
も
男
女
共
同
参
画

　
　

だ
。
２
人
目
が
で
き
た
ら
、
私
も

「
育
メ
ン
」
パ
パ
を
目
指
す
ぞ
！

■
計
画
の
基
本
目
標　

　

次
の
４
つ
の
基
本
目
標
を
立
て
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

①
男
女
共
同
参
画
の
実
現
に
向
け
た
意
識

の
変
革

●
意
識
づ
く
り　

●
学
習
の
場
づ
く
り　

●
心
身
の
健
康
づ
く
り　

●
国
際
社
会
へ

の
理
解

②
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
の
推
進

●
政
策
・
方
針
の
決
定
過
程
へ
の
女
性
の

参
画
拡
大　

●
家
庭
や
職
場
で
の
男
女
参

画
の
推
進

③
豊
か
な
暮
ら
し
を
は
ぐ
く
む
「
仕
事
と

生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
）」

が
実
現
で
き
る
環
境
の
整
備

●
就
労
環
境
の
整
備　

●
子
育
て
支
援　

●
高
齢
者
支
援

④
あ
ら
ゆ
る
暴
力
根
絶
へ
の
取
り
組
み

●
暴
力
防
止
の
基
盤
づ
く
り　

●
配
偶
者

な
ど
へ
の
暴
力
防
止
と
被
害
者
支
援　

●

性
的
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
防
止　

●
児
童
や

高
齢
者
の
虐
待
防
止
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■問合せ　市民生活課（☎ 372-3311 内線 716）

男女が互いを
認め、協力し
責任を分かち
合い、性別に
関係なく、個
性と能力を発
揮することが
できる社会です。

「参加」は、
すでに仕組み
があるものに
後から加わる
ことです。「参
画」は、計画
や仕組みを最
初からつくっ
ていくことです。

◆素案の閲覧場所
市役所市民生活課と各出張所、団地住民センター、エ
ルフィンパーク
＊市のホームページ「ご意見・パブリックコメント等」
からもご覧になれます。

◆提出方法
自由様式に住所・氏名・電話番号を記入し、郵送かフ
ァクス、電子メール、直接持参のいずれかで提出して
ください。
＊電話や口頭での意見は受け付けません。

◆提出先　
市役所市民生活課
〒061-1192（住所不要）・FAX372-6188
電子メール shimins@city.kitahiroshima.hokkaido.jp

◆提出期限
平成23年１月４日
＊提出された意見と意見に対する市の考え方は、
本紙と市のホームページで公表します。

男女共同参画社会って何？　「参加」と「参画」はどう
違うの？

　５月から、男女平等
参画懇話会の委員にな
りました。懇話会では、
男女が協力し合える社
会を目指して、新しい
計画の素案を考えました。
　新しい計画ができ推
進されることで、さら
に明るく暮らしやすい
まちになってほしいと
思います。

男女平等参画懇話会委員
佐々木玲子さん

明るく、暮らし
やすいまちを

答 答

男女の性別に
こだわらず…

人権を尊重する教育が進められ、
自分らしさを大切に、互いの個性
を尊重していく子どもたちが育っ
ています。

学校では…
一人一人の個性や夢を大切に

多様な人材が活躍し、個性や能
力が発揮されています。男女が
仕事と家庭とのバランスを考
え、仕事も生活も充実しています。

職場では…
働く男女は対等なパートナー

地域での子育て支援や防犯活動
など、さまざまな地域活動に誰
もが参画し、住み良い魅力ある
まちづくりが行われています。

地域では…
地域活動に誰もが参画

子育てや介護、家事は家族みん
なで協力し合い、喜びも責任も
分かち合っています。

家庭では…
家族みんなの助け合い



⑭広報 北広島－2010.12.1

遊水地ってどんな施設？
　遊水地は、河川に接する土地の一部を堤防で囲み、
その中を掘り下げて造る治水施設です。
　台風や大雨があっても、市民の皆さんの生命や住宅、
農地などの財産を、洪水の被害から守ります。

河川 越流堤 周囲堤

　昭和56年８月、２度の集中豪雨（「８月豪雨」と  「台風15号」）が当
市を襲いました。輪厚川の水があふれて北広島市街に流れ込み、現在の
中央と稲穂町の住宅の一部が床上・床下浸水したほか、田畑への浸冠水、
土砂崩れなどの被害が続出。救助作業に当たっていた１人が死亡、延べ
約２千人が学校などに避難しました。被害総額は、農業被害を中心に計
24億円に上りました。
←当時の北広島市街（道道江別恵庭線）の様子。写真奥が江別方向、右
側の建物が農協。左側に見えるさっしん（札幌信用金庫）の場所には、
現在はジョブガイド北広島がある。

　千歳川流域では、昭和56年 8月
に当市でも未曾有の被害が出た大
雨災害をはじめ、これまで大きな
被害を及ぼす洪水が発生してきま
した。
　国は千歳川河川整備計画を作成
し、堤防の強化や遊水地群の整備
などの治水対策を進めています。
遊水地は、６カ所（北広島市と江
別市、千歳市、恵庭市、南幌町、
長沼町）に整備されます。
　市内では東の里地区に整備され
ることが決まりました。工事は来
年度から始まる予定で、完成はお
よそ10年後です。

東の里地区遊水地
面積　約150ha
洪水調整水量　約660万㎥

長沼町

恵庭市
音江別川

千
歳
川

島
松
川

輪厚
川

国道274号

ＪＲ
北広島駅

道
道
江
別
恵
庭
線

←札幌

↑
江
別

市役所

千歳川地区河川
防災ステーション

越流堤

排水門

周囲堤

遊水地

河川

←
←

←

洪水時、河川からあふれた水を一時的
に遊水地にためます。たまった水は、
水位が下がってから河川に戻します。

河川の水位が上がって、
越流堤を越え始める
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■問合せ　庶務課（☎ 372-3311 内線 746）

市では遊水地の利
活用計画を作成し

ます
意見をお寄せください

　遊水地は、洪水時に水をためる治水施設です。水がない平常時は別の目的で利用で
きます。（ただし、河川敷地のため利用方法に制限があります）
　市では、遊水地利活用検討委員会を設置し、遊水地を有効活用するための計画案を
まとめました。この計画案について市民の皆さんの意見を募集します。寄せられた意
見を参考に、計画を作成します。 庶務課主任　工藤秀之

計画案の閲覧場所
市役所庶務課と各出張所、団地住民センター、エル
フィンパーク
＊市のホームページ「ご意見・パブリックコメント
等」からもご覧になれます。

意見の提出方法
自由様式に住所・氏名・電話番号を記入し、郵送か
ファクス、電子メール、直接持参のいずれかで提出
してください。
＊電話や口頭での意見は受け付けません。

提出先
市役所庶務課（〒061-1192住所不要・FAX 372-08
40・電子メール syomu@city.kitahiroshima.hokkai
do.jp）

提出期限　平成23年 1月 4日

◇計画案の概要

基本的な考え方
●遊水地は治水施設
であることから、治
水に支障を及ぼさな
い利活用
●市民が気軽に訪れ、
交流が生まれる利活用
●自然観察の場とし
ての利活用
●隣接する自治体と
連携した利活用

　利活用の条件は、国が用地を取得した後に地質調査を実施し、各ゾーン（区域）の面積や表土をどのように整
備するかなどを決定するため、現時点で具体的な内容を決めることはできません。
　このため計画案は、ゾーンの大枠と隣接する自治体との連携を中心に盛り込んでいます。

千歳川

島松川

輪
厚
川

国
道
２
７
４
号

←

↓

←

←

↓

広島幹線１号線

南
９
号
線

長沼町 恵庭市北島地区遊水地

千歳川地区河川防災
ステーション

越流堤

排水門

堤防

◇東の里地区遊水地利活用計画図（案）

河川防災ステー
ションとの連携

自然観察ゾーン

数メートル掘り下
げ、湿地帯となる
ところ

市民が多目的に
利用するゾーン

現在の地盤とほぼ
同じ高さで整備
されるところ

現在の地盤とほぼ
同じ高さで整備
されるところ

提出された意見と意見に対する市の考え方
は、本紙と市のホームページで公表します。

周辺施設との
連携



　

好

き

が

高

じ

て

　

静
か
な
住
宅
街
に
た
た
ず
む
か

わ
い
い
店
。
中
に
入
る
と
、
た
く

さ
ん
の
ケ
ー
キ
と
焼
き
菓
子
、
そ

し
て
色
と
り
ど
り
の
砂
糖
菓
子
が

目
を
引
く
。
そ
こ
で
腕
を
振
る
う

の
が
長
根
山
さ
ん
だ
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
甘
い
も
の
を

食
べ
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
。
中

で
も
大
好
き
な
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム

は
電
車
に
乗
っ
て
買
い
に
行
き
、

兄
に
取
ら
れ
な
い
よ
う
隠
れ
て
食

べ
た
。当
時
は
菓
子
屋
が
少
な
く
、

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
は
年
に
１
回

の
楽
し
み
だ
っ
た
そ
う
。

　

「
甘
い
も
の
が
好
き
な
ら
、
作

る
道
に
進
ん
だ
ら
ど
う
か
」
。
親

の
勧
め
で
、
家
を
出
て
札
幌
の
フ

ラ
ン
ス
菓
子
店
で
働
い
た
。
広
葉

中
を
卒
業
し
た
春
だ
っ
た
。

　

一
つ
の
道
を
真
っ
す
ぐ
に

　

定
時
制
高
校
に
通
い
な
が
ら
菓

子
作
り
。
生
地
を
焼
く
工
程
か
ら

仕
上
げ
ま
で
の
基
礎
を
学
ん
だ
。

し
か
し
、
同
期
が
夜
の
10
時
ま
で

働
い
て
い
る
の
に
、
自
分
は
学
校

に
行
く
た
め
夕
方
に
は
上
が
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
焦
り
の
中
で

こ
う
思
っ
た
。
こ
の
道
に
進
む
こ

と
を
決
め
た
の
だ
か
ら
、
高
校
に

行
く
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
―
。
高

校
は
２
年
で
自
主
退
学
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
イ
タ
リ
ア
菓
子
や
ド

イ
ツ
菓
子
の
店
、
ホ
テ
ル
な
ど
で

技
術
を
磨
い
た
。
35
歳
の
時
、
フ

ラ
ン
ス
の
シ
ャ
モ
ニ
ー
・
モ
ン
タ

ン
ベ
ー
ル
に
渡
っ
た
。
ア
ル
プ
ス

山
脈
・
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
ふ
も
と
に

あ
り
、
景
色
が
美
し
い
街
だ
。
こ

の
地
名
が
後
に
店
の
名
前
に
な
る
。

こ
こ
で
は
皿
洗
い
か
ら
ケ
ー
キ
作

り
ま
で
何
で
も
こ
な
し
、
本
場
の

技
術
を
学
ん
だ
。

　

帰
国
後
、
札
幌
の
ホ
テ
ル
で
シ

ェ
フ
と
し
て
働
い
た
。
「
作
っ
た

デ
ザ
ー
ト
に
上
司
か
ら
細
か
い
注

文
が
く
る
ん
で
す
。
こ
れ
は
自
分

が
作
り
た
い
ケ
ー
キ
じ
ゃ
な
い
と

思
っ
て
、
自
分
の
店
を
持
と
う
と

決
め
ま
し
た
」
。
場
所
は
、
実
家

が
あ
り
、
ふ
る
さ
と
で
あ
る
北
広

島
に
決
め
た
。
「
北
広
島
は
緑
が

多
く
、
空
気
が
き
れ
い
な
の
で
、

子
育
て
す
る
の
に
良
い
環
境
で
す
。

札
幌
に
近
い
の
も
い
い
で
す
ね
」。

パ
テ
ィ
ス
リ
ー
モ
ン
タ
ン
ベ
ー
ル

が
誕
生
し
た
。

　

向
上
心
は
尽
き
な
い

　

店
を
開
い
た
後
も
、
長
根
山
さ

ん
の
向
上
心
は
尽
き
な
か
っ
た
。

　

「
あ
こ
が
れ
の
菓
子
職
人
ジ
ャ

ン
・
マ
ル
ク
さ
ん
の
コ
ン
フ
ィ
ズ

リ
ー
を
勉
強
し
た
く
て
、
フ
ラ
ン

ス
に
行
き
ま
し
た
。
国
立
の
製
菓

専
門
学
校
で
勉
強
し
な
が
ら
、
弟

子
入
り
を
頼
み
込
み
ま
し
た
。
２

年
後
に
、
や
っ
と
修
業
さ
せ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。

帰
国
し
て
、
湿
度
や
材
料
の
違
い

に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
試
行
錯
誤

し
て
今
の
味
に
な
り
ま
し
た
」
。

静
か
で
優
し
い
瞳
の
奥
に
、
高
み

を
目
指
す
強
い
意
志
。
習
得
し
た

コ
ン
フ
ィ
ズ
リ
ー
は
、
現
在
、
店

で
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
る
。

＊１…砂糖を主材料とした洋菓子の総称。チョコレートやキャンディー、マシュマロなど。
＊２…惣菜の意味。この場合は、野菜を使ったパイやキッシュなどの軽食。

　

大
事
な
の
は
伝
え
る
こ
と

　

長
根
山
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
に
も
熱
心
だ
。
広
葉
小
学

校
で
、
職
業
に
つ
い
て
の
講
師
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
。
「
ケ

ー
キ
屋
さ
ん
の
仕
事
は
こ
う
い
う

も
の
な
ん
だ
よ
と
話
し
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
大
変
な
ん
だ
ぞ
と
い
う
こ

と
も
ね
。
実
際
に
子
ど
も
た
ち
に

菓
子
を
作
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
し

て
い
ま
す
。
次
の
世
代
に
伝
え
る

の
は
、
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
」
。

　

こ
れ
か
ら
挑
戦
し
た
い
こ
と
を

聞
く
と
、
た
く
さ
ん
あ
る
な
と
思

案
顔
。
「
今
の
店
の
ほ
か
に
、
畑

の
中
に
一
軒
家
の
店
を
建
て
た
い

で
す
。
畑
で
採
れ
た
野
菜
な
ど
を

使
っ
て
、
ト
レ
ト
ゥ
ー
ル
や
デ
ザ

ー
ト
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
食
事

が
で
き
る
店
を
出
し
た
い
で
す
」。

　

市
内
は
も
ち
ろ
ん
市
外
の
フ
ァ

ン
も
多
い
味
は
、
飽
く
な
き
向
上

心
と
挑
戦
し
続
け
る
意
欲
が
生
ん

だ
、
努
力
の
結
晶
な
の
だ
。

ながねやま・ひとし
東共栄在住。
札幌の菓子店やホテルなど
での勤務を経て、1999年、
東共栄に洋菓子店パティス
リーモンタンベールを開店。
フランスへ修業に行くなど、
本場の伝統的な味を守り続
けるため、日々腕を磨く。

伝統的なフランス菓子の味を守る

長根山　仁志さん

＊
１

＊
２

本場フランスと北海道の新鮮な素材を使い、
製法は本場仕込み。作業に入ると、真剣な目
つきになります。

⑯広報 北広島－2010.12.1



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
活
発
な
の
が
、
当
市
の

図
書
館
の
特
長
で
す
。

　

さ
ら
に
、
蔵
書
を
検
索
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
や
、

郷
土
・
行
政
資
料
や
辞
書
な
ど
を
備
え
た
レ
フ

ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
職
員
が
調

べ
も
の
や
資
料
を
探
す
手
伝
い
を
す
る
サ
ー
ビ

ス
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

階
段
を
上
る
と
、
飲
食
が
で
き
る
休
憩
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
右
手
の
Ａ
Ｖ
コ
ー
ナ

ー
は
、
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て
音
楽
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ

Ｄ
、
ビ
デ
オ
な
ど
約
３
千
点
が
楽
し
め
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ー
ス
は
人
気
の
コ
ー
ナ
ー

で
、
順
番
待
ち
が
で
る
ほ
ど
。
左
手
に
あ
る
読

書
室
は
、
多
く
の
学
生
が
学
習
な
ど
に
利
用
し

て
い
ま
す
。
社
会
人
の
た
め
の
調
査
室
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
設
備
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
パ
ソ

コ
ン
を
持
ち
込
ん
で
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

毎
週
水
曜
は
、
Ａ
Ｖ
サ
ロ
ン
で
映
画
上
映
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
「
市
内
に
映
画
館
が
な

い
の
で
月
に
１
・
２
度
は
利
用
し
ま
す
。
若
い

こ
ろ
に
観
た
も
の
が
多
い
で
す
が
、
好
き
な
映

画
が
上
映
さ
れ
る
と
き
は
観
に
来
て
い
ま
す
」

と
、
里
見
町
の
男
性
。

　

屋
内
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
る
こ
の
季
節
、

図
書
館
で
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す
の
も
い
い
で
す
ね
。

　

皆
さ
ん
は
図
書
館
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
？

Ｊ
Ｒ
北
広
島
駅
や
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
の
利
用

者
が
立
ち
寄
る
こ
と
も
多
く
、
年
間
で
約
26

万
６
千
人
が
来
館
し
て
い
ま
す
。
約
８
万
冊

の
本
が
並
ぶ
広
々
と
し
た
フ
ロ
ア
。
い
ろ
い

ろ
な
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
幅
広
い
年
齢
の
方

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
階
の
一
般
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
小
説

は
も
ち
ろ
ん
、
実
用
書
や
漫
画
本
な
ど
も
並

ん
で
い
ま
す
。
旅
の
資
料
を
収
集
し
た
旅
へ

の
と
び
ら
コ
ー
ナ
ー
は
、
図
書
館
が
駅
前
に

あ
る
こ
と
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。
新
聞
や
約

１
５
０
誌
の
雑
誌
が
そ
ろ
っ
て
い
る
コ
ー
ナ

ー
に
は
、
週
に
３
日
は
チ
ェ
ッ
ク
に
来
る
と

い
う
市
民
も
。

　

児
童
コ
ー
ナ
ー
に

は
、
絵
本
の
ほ
か
紙

芝
居
や
手
作
り
の
布

の
絵
本
も
あ
り
ま
す
。

靴
を
脱
い
で
絵
本
を

読
め
る
お
は
な
し
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

が
読
み
聞
か
せ
を
し

て
く
れ
ま
す
。

若葉小学校６年

松本海
か い と

音さん
（児童会会長）

広報 北広島－2010. 12.1⑰

児童コーナーは、子どもが利用し
やすいように工夫されています

ボランティアの皆さんの読み聞かせでは、
絵本のほかに工作なども楽しめます

一人一人に元気にあいさつします。
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

役
割
は

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
市
民

の
立
場
で
相
談
を
受
け
、
必
要
な
支
援
を
し
ま
す
。

ま
た
、
関
係
機
関
な
ど
と
協
力
し
て
地
域
福
祉

の
向
上
の
た
め
活
動
し
ま
す
。
す
べ
て
の
民
生

委
員
は
児
童
委
員
を
兼
ね
、
子
ど
も
に
か
か
わ

る
相
談
や
支
援
も
行
い
ま
す
。

　

主
任
児
童
委
員
は
子
ど
も
の
福
祉
を
専
門
に

担
当
し
、
学
校
や
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し

て
活
動
し
ま
す
。

気
軽
に
相
談
を

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
日
ご
ろ
か
ら
市

民
の
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
心
配

事
な
ど
、
普
段
の
生
活
で
気
に
な
る
こ
と
を
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

民
生
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
地
域
の
中
で

い
ろ
い
ろ
活
躍
し
て
く
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
高
齢
者
が
集
ま
る
催
し
で
、
参

加
者
を
席
ま
で
案
内
す
る
な
ど
積
極
的
に

自
治
会
活
動
を
支
援
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
に
と
っ
て
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
。

　

ま
た
、
小
学
生
の
下
校
時
間
に
合
わ
せ

て
、
自
主
的
に
見
守
り
を
し
て
く
れ
る
民

生
委
員
や
、
高
齢
者
宅
を
見
回
り
、
夜
に

明
か
り
が
つ
い
て
い
る
か
、
新
聞
が
た
ま

っ
て
い
な
い
か
な
ど
に
気
を
配
っ
て
く
れ

る
民
生
委
員
も
い
ま
す
。
大
変
心
強
く
、

安
心
し
て
生
活
で
き
ま
す
。

　

地
域
の
安
全
の
た
め
、
自
治
会
で
も
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

民
生
委
員
の
皆
さ
ん
の
活
動
と
連
携
し
な

が
ら
住
み
良
い
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

北広島団地第２住区自治連合会
会長　佐藤靖さん

　民生委員・児童委員は、市民の皆さんの暮らしを応援する
ために活動しています。高齢者や障がい者、子ども、家庭の
事などを相談できる一番身近な相談相手です。
　12月１日、民生委員・児童委員と主任児童委員が新しく選
任されました。
　これから３年間、それぞれの担当地区で活動する皆さんを
紹介します。

組
織
と
活
動

　

市
内
を
３
つ
の
地
区
（
東
部
・
西
の
里
地
区
、

大
曲
・
西
部
地
区
、
北
広
島
団
地
地
区
）
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
毎
月
定
例
会
を
開
催
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
の
研
修
や
情
報
交

換
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

朝のあいさつ運動（大曲東小学校）



民生委員名簿・児童委員名簿 

 

※各地区を担当する民生委員・児童委員・主任児童委員は、 

福祉課にお問い合わせください。 
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指標 説明 早期健全
化基準

財政再生
基準 北広島市

実質赤字
比率

一般会計などの赤字の
割合 13.08％ 20％ 赤字なし

連結実質
赤字比率

市全体（一般会計と特
別会計、企業会計のす
べて）の赤字の割合

18.08％ 40％ 赤字なし

実質公債
費比率 年間の借金返済額の割合 25％ 35％ 8.3％

将来負担
比率

将来、負担が見込まれ
る借金の割合 350％ 68.9％

〈財政健全化判断比率〉
　財政状況が良好かどうかを示すものです。４つの指標で財政の状態を判断します。いずれかが国が定める基準を超える
場合は、財政再建の計画を立てる必要があります。

（平成21年度決算）
イ
エ
ロ
ー

カ
ー
ド

レ
ッ
ド

カ
ー
ド

イ
エ
ロ
ー

カ
ー
ド

レ
ッ
ド

カ
ー
ド

早期健全化基準を
超えた場合

財政再建の計画を立て、速
やかに実行しなければなり
ません。

財政再生基準を超
えた場合

財政再生団体として、国の
監督下で財政を立て直します。

〈資金不足比率〉
　公営企業の財政状況が良好かどうかを示すものです。国
が定める基準を超える場合は、経営健全化計画を立て自主
的な経営健全化に取り組む必要があります。

（平成21年度決算）
北広島市で対
象となる会計 説明 経営健全

化基準 北広島市

下水道事業
  （特別会計）

資金不足額
の、事業規
模（料金収
入）に対す
る割合

20％ 資金不足
なし

水道事業
  （企業会計） 20％ 資金不足

なし

市債

250

200

150

218.8 213.5 212.8

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22

市民１人当たりの借金
35万円

億円

　大規模な建設事業など、将来の住民にも経費を負担
してもらうことがふさわしい場合などに借り入れる資
金（借金）です。

実質公債費比率と将来負担比率は、低いほど良いものです。当市は道内35市の中で実質公債費比率は最も低く、将来負
担比率は４番目の低さで、安心できる数値を維持しています。

財政状況や平成21
年度の決算などを
お知らせします。

現在のところ、当市の財政状
況は良好です。
厳しい環境ですが、これから
も健全な財政を維持するよう
工夫しながら、市民サービス
の向上に努めていきます。

（各年度末）

バイオガス処理施設の整備や学校の耐震化などに
伴う新たな借り入れで、増加する見込みです。
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市税

国・道支出金

地方交付税など

市債

前年の所得や所有する土地・家屋
に応じて市民の皆さんに納めても
らう税金

必要と認められた事業に対し、国
や道から配分されるお金

人口や税収などに応じて国から配
分されるお金

施設を造るときなどに借りるお金

74億1,823万円

51億6,177万円

46億8,032万円

20億3,430万円

市民１人当たりの
負担 12万２千円

民生費
福祉、医療、保健などに掛かった
お金

職員費
市職員の給料や社会保険料

公債費
市債の返済金

教育費
教育に掛かったお金

土木費
道路整備や除雪などに掛かったお金

その他

52億5,924万円

40億6,480万円

25億2,146万円

23億3,774万円

23億2,144万円

39億2,742万円
総務費や衛生費、商工労働費、農
林水産業費、消防費、議会費など

法人市民税や固定資産税など、
２億５千万円減少しました。

景気対策や定額給付金、小・中
学校の耐震化・改修などに対す
る補助金など、19億７千万円増
加しました。

バイオガス処理施設の整備、西
の里中学校の改修などで市債を
発行したほか、低金利への借り
換えなどで７億円増加しました。

扶助費などが、３億６千万円増
加しました。

小・中学校の耐震化・改修など
で、７億６千万円増加しました。

定額給付金などで総務費が11億
１千万円、雇用対策などで商工
労働費が７千万円増加しました。

職員の給与削減などで、１億円
減少しました。

歳入総額
207億3,578万円

歳出総額
204億3,210万円

（前年度比22億７千万円増） （前年度比23億２千万円増）

　一般会計は、福祉や教育など市政運営の基本的な経費を計上する会計です。
　３億円の黒字決算となりました。決算額は、歳入歳出ともに前年度に比べ約23億円増加し
ました。主に、景気・雇用対策の各種事業を実施したことによるものです。

目的税 市税の一つで、使い道を指定して収めてもらう税金で
す。当市には都市計画税と入湯税があります。

都市計
画税

下水道事業と、過去に行った街路・公園整備、区画整理事業
の借入金の返済に、合計５億 8,229万円を充てました。

入湯税
資源リサイクルセンターの整備と観光協会への補助金、コミ
ュニティＦＭでの番組放送、レンタサイクル、エコミュージ
アム、消防施設整備の各事業に、合計2,598万円を充てました。

区分 歳入 歳出 差し引き
国民健康保険事業 58億6,529万円 60億3,600万円 － 1億7,071万円
老人保健 356万円 285万円 71万円
下水道事業 22億3,568万円 22億3,568万円 ０
霊園事業 4,956万円 4,956万円 ０
介護保険 27億6,128万円 27億2,231万円 3,897万円
後期高齢者医療 5億5,540万円 5億5,525万円 15万円

　特別会計は、特定の経費を一般のものと区別して処理するための会計です。
　全部で６つある会計のうち、国民健康保険会計が赤字決算となりました。

国民健康保険事業は、医療費など
の増加により毎年赤字となってい
ますが、額は前年度と比べ１億６
千万円減少しました。
赤字は次年度予算で補てんしました。

住民参加型市場公募債
  「エルフィン債」

市債の一つで、市民の皆さんに債券を購
入してもらうものです。平成21年度は３
億円を発行し、西の里中学校の改修や東
部小学校の耐震化などに活用しました。

＊額の比較はすべて前年度比。

歳入と歳出の差額３億円は、次
年度に繰り越しました。

歳入に占める
割合　35.8％

その他 14億4,116万円



水道事業 決算額
 収益的収支 収入 12億2,231万円

支出 11億5,232万円

差し引き 6,999万円

 資本的収支 収入 3,100万円

支出 ４億5,118万円

差し引き －４億2,018万円

　企業会計は、使用料収入などにより独立採算制で運営す
る会計です。当市には水道事業会計があります。
　収益的収支の、消費税などを除く純利益は5,205万円で
した。

水道施設を整備するための収
支。収入は給水申込納付金な
ど。支出は水道管や消火栓の
整備費用など

事業を運営する収支。収入は
水道料金など。支出は水道水
の購入費用など

損益勘定留保金（減価償却費など、現金支出しないため
内部に留保している資金）などで補てんしました。

区分 ３月31日現在残高

一
般
会
計

庁舎建設基金 10億6,582万円
土地開発基金 ５億7,373万円
財政調整基金 ４億2,267万円
減債基金 ３億3,658万円
地域活性化・
公共投資臨時
基金

２億0,008万円

地域福祉基金 １億9,663万円
その他 ５億0,069万円

特
別
会
計

霊園管理基金 ２億8,975万円
介護給付費準
備基金 ２億0,923万円

その他 1,833万円
合計 38億1,351万円

基金
　庁舎建設など特定の目的のために積み立てる資金で
す。家庭で例えると預貯金に当たります。

地域福祉関係
事業に充てる
ため、取り崩
しました。

新しい基金。
国の経済対策
で交付された
「地域活性化・
公共投資臨時
交付金」の一
部を積み立て
ました。

１人当たり６
万３千円の預
貯金があるこ
とになります。

歳入歳出予算額 歳入執行率 歳出執行率
202億7,696万円 44.3％ 44.5％

　うち、上半期の補正予算額

〈主な補正予算〉
私立保育園の定員拡大に伴う補助金増　 6,546万円
バイオガス処理施設整備費の確定　－２億6,069万円
生ごみの分別開始に伴う経費　　　 　　  1,302万円
緊急雇用対策事業　　　　　　　　　　 3,110万円
大曲幸通などの市道整備　　　　　　　 9,911万円
消防車両の整備　　　　　　　　　　　　 998万円
体育施設の修繕など　　　　　　　　　　 989万円

１億1,141万円

市税の収納率　52.6％

〈一般会計〉

〈特別会計〉

〈企業会計〉

区分 歳入歳出予算額 執行率
歳入 歳出

国民健康保険事業 59億7,716万円 36.8％ 44.7％

老人保健 100万円
71％ 0％

下水道事業 23億0,145万円
25.7％ 30.5％

霊園事業 5,317万円 60.3％ 33.4％
介護保険 31億0,512万円

43.4％ 37.9％

後期高齢者医療 ６億3,553万円 40.6％ 33.3％

前年度の歳入不足を補てんするため、
１億7,452万円を増額補正しました。

後期高齢者医療へ移行したため、平
成22年度は精算に伴う執行だけです。

施設の修繕などのため、1 ,983万円
を増額補正しました。

基金への積み立てなどのため、3,954
万円を増額補正しました。

国保税の収納率
30.9％

水道事業 予算額 執行率
収益的収支 収入 12億2,348万円 44.4％

支出 11億4,811万円 30.3％
資本的収支 収入 2,879万円 34.9％

支出 4億9,172万円 10.2％

補正はありません。

平成22年度上半期（４月
～９月）の予算の執行状
況と補正予算の状況をお
知らせします。
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■問合せ　財政課（☎ 372-3311 内線 865）



北
広
島
市
物
産
展

↑上野市長も「酒まつり」に参加。各会場を
回り、多くの東広島市民の皆さんと交流を深
めました。

友
好
の
き
ず
な
を
深
め

交
流
を
続
け
て
30
年

北
広
島
市
・
東
広
島
市

姉
妹
都
市
締
結
30
周
年
記
念
事
業 

東
広
島
市
編

■問合せ　秘書課（☎ 372-3311 内線 715）
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10
月
８
日
〜
10
日
、
上
野
市
長
と
小
岩
市
議

会
議
長
ほ
か
２
人
が
「
酒
ま
つ
り
」
で
に
ぎ
わ

う
東
広
島
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

東
広
島
市
西
条
地
区
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続

く
酒
造
り
の
盛
ん
な
地
域
。
「
酒
ま
つ
り
」
は

Ｊ
Ｒ
西
条
駅
周
辺
で
毎
年
10
月
に
開
催
さ
れ
、

広
島
県
内
外
か
ら
24
万
人
が
訪
れ
ま
す
。

 

全
国
の
酒
蔵
か
ら
選
ば
れ
た
約
９
０
０
銘
柄

が
楽
し
め
る
「
酒
ひ
ろ
ば
」
は
大
盛
況
。
限
定

 

「
酒
ま
つ
り
」
に
参
加
す
る
少
し
前
、
姉
妹

都
市
締
結
を
し
た
当
時
の
讃さ

ぬ
き岐

・
元
東
広
島
市

長
へ
、
上
野
市
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

「
北
広
島
市
と
の
思
い
出
は
多
く
、
当
時
の
こ

と
は
と
て
も
懐
か
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま

す
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

 

11
月
６
日
・
７
日
、
東
広
島
市
内
で
開
催
さ

れ
た
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
北
広
島
市

物
産
展
が
登
場
。
当
市
自
慢
の
う
ど
ん
や
ハ
ム
・

ベ
ー
コ
ン
、
焼
き
菓
子
が
並
び
ま
し
た
。
遠
く

北
海
道
の
姉
妹
都
市
か
ら
の
出
品
に
、
２
日
間

で
約
５
０
０
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
立
ち
寄
り

ま
し
た
。
大
半
が
初
日
で
売
り
切
れ
る
な
ど
大

好
評
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

８
月
に
当
市
を
訪
れ
た
東
広
島
市
民
交
流
ツ

ア
ー
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
北
広
島
に
ゆ
か
り

が
あ
る
方
も
足
を
運
ん
で
く
れ
た
と
の
こ
と
。

両
市
が
長
年
は
ぐ
く
ん
で
き
た
交
流
の
輪
は
、

両
市
民
の
間
に
着
実
に
広
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

酒
の
販
売
や
美
酒
鍋
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
約
20
カ

所
の
会
場
で
多
く
の
来
場
者
が
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
酒
ま
つ

り
」
を
は
じ
め
北

広
島
市
訪
問
団
は

滞
在
中
、
東
広
島

市
民
の
皆
さ
ん
に

温
か
く
迎
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ま

た
、
当
市
の
歴
史

讃
岐
元
市
長
へ
感
謝
状

に
も
深
い
か
か
わ
り
が
あ
る
東
広
島
市
の
文
化

や
伝
統
に
触
れ
た
３
日
間
で
し
た
。

東
広
島
市
の
「
酒
ま
つ
り
」

　

昭
和
55
年
、
当
市
と
広
島
県
東
広
島
市
は
姉
妹
都
市
締
結
を
し
ま
し
た
。
以

来
、
小
・
中
学
生
を
派
遣
し
合
う
こ
ど
も
大
使
や
中
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事

業
、
互
い
の
祭
り
へ
の
参
加
、
市
職
員
の
交
流
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
姉
妹
都
市
締
結
30
周
年
で
す
。
節
目
の
年
に
盛
り
上
が
る
東
広
島
市

の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。
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（携帯電話用共通）
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会
場　

消
防
本
部
防
災
研
修
室

内
容　

基
礎
的
な
応
急
手
当
て

定
員　

先
着
30
人

申
込
み　

12
月
12
日
ま
で
に
消
防
署（
☎

373
〜
２
３
２
２
、
氏
名
・
生
年
月
日
・

住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
FAX

　

373
〜

６
２
３
０
）

　

新

年

交

礼

会

　

新
年
の
門
出
を
祝
い
、
親
睦
を
深
め

る
た
め
に
新
年
交
礼
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
か
通
勤
し
て

い
る
方

日
時　

平
成
23
年
１
月
５
日
㈬　

午
後

６
時
〜
７
時

会
場　

札
幌
北
広
島
ク
ラ
ッ
セ
ホ
テ
ル

参
加
料　

２
５
０
０
円

　

平
成
 
年
成
人
式

　

11
月
30
日
現
在
で
住
民
登
録
が
あ
る

方
に
は
、
12
月
中
旬
に
案
内
状
を
送
付

し
ま
す
。
届
か
な
か
っ
た
方
や
、就
職
・

就
学
な
ど
の
理
由
で
市
外
に
住
民
登
録

が
あ
る
方
で
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

平
成
２
年
４
月
２
日
〜
３
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

日
時　

平
成
23
年
１
月
９
日
㈰　

午
後

１
時
30
分
か
ら
（
開
場
午
後
１
時
）

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

問
合
せ　

市
教
委
社
会
教
育
課
（
内
線

８
８
９
）

　

交
通
事
故
の
援
護
制
度

　

交
通
事
故
被
害
世
帯
の
皆
さ
ん
に
、

次
の
よ
う
な
援
護
制
度
が
あ
り
ま
す
。

〈
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付
け
〉

対
象　

中
学
生
以
下

貸
付
金
額　

一
時
金
15
万
５
千
円
、
月

額
２
万
円
、
小
・
中
学
校
入
学
時
に
入

学
支
度
金
４
万
４
千
円

利
子　

無
利
子

返
還
方
法　

20
年
以
内
の
分
割
均
等
返
還

〈
重
度
後
遺
障
害
者
に
介
護
料
支
給
〉

対
象　

自
動
車
事
故
に
よ
り
脳
や
脊せ

き
ず
い髄

、

胸
腹
部
臓
器
に
損
傷
を
受
け
て
介
護
が

必
要
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方

支
給
額　

月
額
２
万
９
２
９
０
円
〜
13

万
６
８
８
０
円
（
短
期
入
院
は
別
枠
）

＊
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故

対
策
機
構
札
幌
主
管
支
所
（
☎
551
〜
２

１
４
５
）

　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
か
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
中
学
生
以
上

日
時　

12
月
19
日
㈰　

午
前
９
時
〜
正
午

23

【融資額】　学生・生徒１人に
つき300万円以内
【利率】　年2.45％（母子家庭
の方だけ年2.05％・12月１日現在）
【返済期間】　15年以内（交通
遺児家庭と母子家庭の方は18年
以内）

　現在のテレビ放送（アナログ
放送）は、平成23年７月24日に
終了します。それまでに地上デ
ジタル放送（地デジ）の準備が
必要です。
　地デジの対応で困っている方
を対象に、相談会を
開催します。直接、
会場にお越しください。

　高校・大学などに
入学する時や、在学
中に掛かる費用を融
資する制度です。

◆問合せ　
日本政策金融公庫札幌支店
国民生活事業（☎231‒9135）

対象　日本放送協会（ＮＨＫ）の放送受信料が全額
免除されていて、次のいずれかに該当する世帯
●生活保護などの公的扶助を受けている
●障がい者がいる世帯で、世帯全員が市民税非課税
●社会福祉事業施設に入所し、自分でテレビを持ち
込んでいる
＊すでに地デジを視聴している世帯は対象外です。
内容　現在お持ちのアナログテレビに取り付ける簡
易チューナー（１台）を無償給付
＊アンテナ工事などが必要な場合は、無償で改修し
　ます。 
＊すでに購入したチューナーやアンテナなどの費用
　は精算できません。
申込み　12月28日（当日消印有効）までに、福祉課
か各出張所にある申込書に記入し、「ＮＨＫ放送受
信料全額免除証明書」を添えて、専用の返信用封筒
で総務省地デジチューナー支援実施センター
＊ＮＨＫ放送受信料の全額免除を受けていない場合
は、まず免除の手続きが必要です。

◆問合せ　情報推進課（内線767） ◆問合せ　福祉課（内線817）

日程 会場 時間
６日㈪ エルフィンパーク

●午前10時　
　　　～正午

●午後１時　
　～４時30分

７日㈫ 夢プラザ
８日㈬ 団地住民センター
９日㈭ 東記念館
10日㈮ 西の里会館
20日㈪

エルフィンパーク21日㈫
22日㈬
24日㈮ 輪厚農民研修センター

相談会の日程（12月)

詳しくは、教育ローンコール
センター・ナビダイヤル
☎0570‒008656
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申
込
み　

12
月
17
日
ま
で
に
参
加
料
を

添
え
て
総
務
課
か
各
出
張
所
、
団
地
住

民
セ
ン
タ
ー
、
エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク

＊
当
日
は
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

〈
往
路
〉

●
Ｊ
Ｒ
北
広
島
駅
西
口
（
午
後
５
時
20

分
）
▼
ホ
テ
ル

●
西
の
里
フ
ァ
ミ
リ
ー
体
育
館
前
（
午

後
４
時
50
分
）
▼
東
部
中
学
校
入
口
バ

ス
停
（
午
後
５
時
５
分
）
▼
稲
穂
町
西

１
丁
目
う
え
は
ら
生
花
店
向
い
（
午
後

５
時
10
分
）
▼
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
・
Ｊ

Ｒ
北
広
島
駅
東
口
側（
午
後
５
時
15
分
）

▼
市
役
所
前
（
午
後
５
時
25
分
）
▼
美

沢
３
丁
目
田
辺
薬
品
前
（
午
後
５
時
28

分
）
▼
ホ
テ
ル

●
大
曲
出
張
所
前
（
午
後
４
時
50
分
）

▼
西
部
出
張
所
前
（
午
後
５
時
５
分
）

▼
高
台
小
学
校
前
バ
ス
停
（
午
後
５
時

25
分
）
▼
松
葉
町
１
丁
目
バ
ス
停
（
午

後
５
時
30
分
）
▼
ホ
テ
ル

〈
復
路
〉

ホ
テ
ル
発
（
午
後
７
時
10
分
こ
ろ
）

問
合
せ　

総
務
課
（
内
線
７
３
２
）

　

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

養

成

講

座

日
時　

12
月
14
日
㈫　

午
後
１
時
か
ら

（
受
け
付
け
は
午
後
０
時
30
分
か
ら
）  

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

内
容　

市
民
の
皆
さ
ん
の
知
識
や
経
験

を
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
活
動
に
生
か

す
た
め
の
心
構
え
な
ど

講
師　

ク
レ
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
ス
代
表  

小
山
田
奈
央
さ
ん

定
員　

60
人

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込
み　

12
月
10
日
ま
で
に
市
教
委
教

育
施
策
推
進
課
（
内
線
６
０
８
）

　

広
報
活
動
に
関
す
る

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

　

広
報
紙
の
活
用
実
態
な
ど
に
つ
い
て
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
対
象　

無
作
為
で
抽
出
し
た
市
内

に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上（
１
５
０
０
人
）

調
査
方
法　

12
月
中
旬
に
郵
送
す
る
用

紙
に
記
入
し
、
同
封
の
封
筒
で
返
送

問
合
せ　

情
報
推
進
課
（
内
線
７
７
４
）

　

交

通

規

制

〈
市
道
広
島
幹
線
１
号
線
〉

　

送
水
管
の
布
設
工
事
の
た
め
、
交
通

規
制
を
行
い
ま
す
。
期
間
中
は
片
側
交

互
通
行
に
な
り
ま
す
。

期
間　

12
月
中
旬
〜
平
成
23
年
３
月
下
旬

問
合
せ　

石
狩
東
部
広
域
水
道
企
業
団

工
務
課
（
☎
０
１
２
３
〜
33
〜
２
１
９
１
）

〈
市
道
大
曲
緑
陽
線
〉

　

道
路
工
事
の
た
め
、
交
通
規
制
を
行

い
ま
す
。
日
中
に
車
両
通
行
止
め
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

期
間　

11
月
中
旬
〜
平
成
23
年
１
月
21
日

問
合
せ　

都
市
整
備
課
（
内
線
７
５
０
）

農
業
委
員
会　

　

選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、

「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
り
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
農
家
の

皆
さ
ん
の
申
請
に
基
づ
き
調
製
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
方
な
ど

に
は
、
12
月
中
旬
に
登
録
申
請
書
を
配

布
す
る
予
定
で
す
。

　

市
外
で
農
業
経
営
を
し
て
い
る
方
や
、

相
続
な
ど
で
新
た
に
農
地
を
所
有
し
た

方
な
ど
、
経
営
状
況
の
把
握
が
難
し
い

場
合
は
、
登
録
申
請
書
が
配
布
さ
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る

方
は
、
必
要
事
項
を
記
入
し
平
成
23
年

１
月
10
日
ま
で
に
農
業
委
員
会
事
務
局

か
各
出
張
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
資
格
要
件　

●
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
北
広
島

市
に
住
所
が
あ
る

●
平
成
23
年
３
月
31
日（
名
簿
確
定
日
）

現
在
で
、
満
20
歳
以
上
（
平
成
３
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
）　

●
30
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作
を
営

む
方
（
耕
作
従
事
者
と
同
居
の
親
族
か

配
偶
者
、
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
か

社
員
）
で
耕
作
従
事
日
数
が
お
お
む
ね

60
日
以
上

問
合
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
内
線

８
６
３
）

　ゲスト３人の対談から、まちの魅力に迫り
ます。
日時　12月17日㈮　午後３時～５時
会場　芸術文化ホール活動室
ゲスト　●三井不動産㈱北海道支店長　清水
弘之さん　●ホクレン農業協同組合連合会北
広島事業所所長　在原章

あ き ひ ろ

公さん　●道都大学
経営学部教授　篠崎雅春さん
定員　先着30人
申込期限　12月10日

　誰でも傍聴できます。当日、議会事務局で手
続きしてください。
●一般質問　12月８日㈬・９日㈭・10日㈮
●各常任委員会　12月13日㈪・14日㈫・15日㈬
●本会議（閉会）　12月17日㈮

◆問合せ　議会事務局（内線734）
◆問合せ　市季節労働者通年雇用促進支援協議
会（商業労働課内・内線859）

　職種転換のきっかけをつくり、通年で働ける
よう支援します。支援員が相談に応じ、個別の
ニーズに対応した職場見学会と体験実習を実施
します。自分の適性を確認してみませんか。
日程　12月～平成23年３月上旬の３日間以内
＊費用は掛かりません。
申込み　雇用保険特例受給資格者証を持ち、市
季節労働者通年雇用促進支援協議会

　各種支援事業や助成金制度などを紹介します。
日時　12月22日㈬・24日㈮、平成23年１月６日
㈭・７日㈮　いずれも午前９時30分～正午
会場　市役所第３庁舎３階
＊直接、会場にお越しください。
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道
路
・
河
川
・
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

国
の
行
政
機
関
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦

情
・
要
望
・
意
見
な
ど　

●
人
権
相
談

＝
い
じ
め
・
体
罰
・
差
別
問
題
・
近
隣

ト
ラ
ブ
ル
・
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

相
談
員　

行
政
相
談
委
員
、
人
権
擁
護

委
員

問
合
せ　

市
民
生
活
課
（
内
線
７
０
０
）

　

有

料

広

告

　

市
が
発
行
す
る
、
ご
み
の
分
別
冊
子

「
ク
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
き
た
ひ
ろ
し
ま
」

に
掲
載
す
る
有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
産

業
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

廃
棄
物
対
策
課
（
内
線
８
２
７
）

　

非

常

勤

職

員

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
医
療
事

務
従
事
者
の
資
格
が
あ
る
か
ケ
ア
ク
ラ

ー
ク
の
技
能
認
定
を
受
け
て
い
る
60
歳

以
下　

募
集
人
数　

１
人

業
務
内
容　

介
護
給
付
費
請
求
の
点
検

事
務

採
用
期
間　

平
成
23
年
１
月
１
日
〜
３

月
31
日

勤
務
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

休
日　

土
・
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

報
酬　

月
額
13
万
１
６
０
０
円
と
通
勤

手
当

社
会
保
険
等　

健
康
保
険
、厚
生
年
金
、

社
会
に
広
げ
よ
う

　

犯
罪
被
害
者
支
援
の
輪

　

事
件
・
事
故
の
被
害
に
遭
っ
た
方
や

家
庭
内
暴
力
、
い
じ
め
、
暴
力
団
関
係

な
ど
で
悩
ん
で
い
る
方
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
課
（
内
線
８
０
０
）

　

法

律

相

談

日
時　

12
月
９
日
㈭　

午
後
１
時
〜
４
時

会
場　

市
役
所
本
庁
舎
２
階

定
員　

先
着
６
人

＊
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。助
言
・

相
談
で
約
25
分
間
で
す
。

申
込
み　

12
月
８
日
ま
で
に
市
民
生
活

課
（
内
線
７
０
０
）

　

市
民
生
活
相
談

日
時　

12
月
14
日
㈫　

午
後
１
時
〜
４
時

会
場　

中
央
会
館
（
市
役
所
隣
）

内
容　

●
行
政
相
談
＝
年
金
・
登
記
・

警察相談

〈被害者相談〉
性犯罪被害110番　　0120‒756‒310
少年相談　　0120‒677‒110
暴力団相談　☎222‒0200
〈一般相談〉
専用電話　☎241‒9110
厚別警察署　☎896‒0110

民間相談
北海道被害者相談室　☎232‒8740

問合せ　芸術文化ホール（☎ 372-7667）

開演午後３時／開場午後２時30分

　ウクレレやリコーダーなど、
色んな楽器でおなじみの超個性
派音楽家４人組！

３月12日㈯平成23年

曲目　ＮＨＫ教育テレビ「ピタゴラスイッチ」のテーマ、スター・
ウォーズから「帝国のマーチ」ほか
入場料　全席指定／前売り・当日とも
【一般】2,000円　【中学生・高校生】1,000円　【小学生】500円
チケット発売　12月11日㈯　午前10時（地区図書室の予約受け
付けは12月12日から）
チケット取扱　芸術文化ホールと大丸・４プラの各プレイガイ
ド、ローソン各店、ローソンチケット電話予約（☎0570‒084‒0
01　　Ｌコード14453）。地区図書室（予約受け付けは午後５時まで）
＊車いす席を希望する方は、お問い合わせください。
＊３歳未満の子の入場はできません。託児サービスを希望する方は、平成23
年３月９日までに申し込んでください（有料）。

第161回

12/８㈬ 
♪ショパン/
演奏曲作品28の15「雨だれ」
♪ドビュッシー/
前奏曲第１集から「亜麻色の髪の乙女」ほか

12:15～12:45
（開場12:00）

平成23年度ロビーコンサート出演者募集
　若手演奏家の発表の場として、また市民の皆さんが気軽にクラシッ
ク音楽を楽しむ場として、月に一度、ホワイエで約30分のミニコンサ
ートを開催しています。
対象　大学か短期大学の音楽科学生程度以上の音楽歴があるか、それ
と同等の実力が認められ、継続した音楽活動をしていこうとする若手
演奏家
申込み　12月28日までに、申込先にある登録申込書（芸術文化ホール
のホームページからダウンロードできます）で芸術文化ホール
＊原則として、クラシック音楽の演奏です。
＊応募者多数の場合は、書類選考をします。

若狭玲衣さん
れ    い

（ピアノ）

花ホールレター

上映開始午後１時30分／開場午後１時15分
１月29日㈯平成23年

　全編スペイン・アンダル
シア地方でロケ。ドミンゴ
がアンダルシアの太陽を背
に愛を歌います。

オペラ映画上映会

作曲／ビゼー

出演　プラシド・ドミンゴ
　　　ジュリア・ミゲネス＝ジョンソンほか
指揮　ロリン・マゼール
演奏　フランス国立管弦楽団
入場料　全席自由／前売り・当日とも
【一般】1,0 0 0円　【高校生以下】500円
チケット発売　12月９日㈭　午前９時
チケット取扱　芸術文化ホールとローソン各
店、ローソンチケット電話予約（☎0570‒084
‒001　Ｌコード14532）。
＊車いす席を希望する方は、お問い合わせください。
＊未就学児童の入場はできません。

上映時間
154分
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雇
用
保
険
に
加
入

申
込
み　

12
月
10
日
ま
で
に
履
歴
書（
写

真
付
き
）
と
資
格
証
明
書
の
写
し
を
持

ち
高
齢
者
支
援
課
（
内
線
８
１
８
）　

＊
採
用
は
書
類
選
考
と
面
接
（
日
程
は

後
日
連
絡
）
で
決
定
し
ま
す
。

　

献
血
に
ご
協
力
を

対
象　

16
〜
69
歳
の
方
（
65
歳
以
上
の

場
合
は
、
60
〜
64
歳
に
献
血
し
た
こ
と

が
あ
る
方
）

日
程　

12
月
６
日
㈪

時
間
・
コ
ー
ス　

桜
井
鉄
工
㈱
札
幌
工

場
（
大
曲
工
業
団
地
）
＝
午
前
９
時
〜

11
時
▼
河
村
電
器
産
業
㈱
札
幌
工
場（
北

の
里
）
＝
午
後
１
時
〜
２
時
30
分
▼
道

央
病
院
（
大
曲
）
＝
午
後
３
時
〜
４
時

30
分

問
合
せ　

健
康
推
進
課
（
内
線
８
０
７
）

　

胃

が

ん

検

診

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
受
診
時
に

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
（
☎
376
〜

７
７
７
６
）

　

ひ
き
こ
も
り
青
年
交
流
会

対
象　

引
き
こ
も
り
当
事
者　

日
時　

12
月
14
日
㈫　

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
場　

千
歳
保
健
所
（
千
歳
市
東
雲
町

４
丁
目
２
）

内
容　

悩
み
や
体
験
を
語
り
合
い
、
情

報
交
換
す
る

申
込
み　

12
月
13
日
ま
で
に
千
歳
保
健

所
（
☎
０
１
２
３
〜
23
〜
３
１
７
５
）

　

市
民
川
柳
講
座

対
象　

小
学
生
以
上　
　

日
時　

平
成
23
年
１
月
15
日
・
22
日
・

29
日
、
２
月
19
日　

い
ず
れ
も
土
曜　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分
（
全
４
回
）

会
場　

中
央
公
民
館

内
容　

川
柳
を
楽
し
く
学
び
、
作
品
集

を
作
る

講
師　

長
沼
高
校
教
諭　

荒
木
美
智
雄

さ
ん

定
員　

先
着
30
人

参
加
料　

全
４
回
で
小
・
中
学
生
５
０

０
円
、
高
校
生
以
上
１
０
０
０
円

＊
中
学
生
以
下
が
親
子
で
参
加
す
る
場

合
は
、
１
組
１
０
０
０
円
で
す
。

持
ち
物　

筆
記
用
具
・
国
語
辞
典

申
込
み　

12
月
25
日
ま
で
に
中
央
公
民

館
（
☎
373
〜
０
１
０
１
）　

35
歳
以
上
（
職
場
で
受
診
で
き
る
方
と

今
年
度
す
で
に
受
診
し
た
方
を
除
く
）

期
間　

平
成
23
年
１
月
４
日
㈫
〜
31
日

㈪
（
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

医
療
機
関　

北
の
台
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
北

広
島
病
院
、
久
保
外
科
胃
腸
科
、
高
台

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
道
央
病
院
、
北
進

内
科
胃
腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
よ
し
き
内

科
消
化
器
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
輪
厚
三
愛
病
院

受
診
料　

●
住
民
税
課
税
世
帯
の
方
＝

４
６
０
０
円　

●
住
民
税
非
課
税
世
帯

か
70
歳
以
上
の
方
＝
１
５
０
０
円　

●

生
活
保
護
世
帯
の
方
＝
無
料

申
込
み　

12
月
17
日
ま
で
に
健
康
推
進

課
か
各
出
張
所
、団
地
住
民
セ
ン
タ
ー
、

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
に
直
接
か
、住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
受
診

を
希
望
す
る
医
療
機
関
、
非
課
税
世
帯

の
方
は
「
非
課
税
」
、
生
活
保
護
世
帯

の
方
は
「
無
料
」
と
記
入
し
、
封
書
で

健
康
推
進
課
（
〒
061
〜
１
１
９
２
住
所

不
要
・
内
線
８
０
７
）

精
神
障
が
い
者
の

　

こ
こ
ろ
の
交
流
会

　

〜
３
時
の
お
や
つ
会
〜

対
象　

精
神
疾
患
で
通
院
中
の
、
家
に

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
65
歳
未
満
か
そ
の

家
族

日
時　

12
月
21
日
㈫　

午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

簡
単
な
お
や
つ
作
り
と
茶
話
会

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・
ハ

ン
カ
チ

申
込
み　

12
月
20
日
ま
で
に
障
が
い
者

島松
演習場陸上自衛隊演習

問合せ　危機管理課（内線652）

●日時　12月１日㈬～15日㈬午前
７時～午後９時（正午～午後１時
を除く）
●実施部隊　北部方
面後方支援隊、北部
方面教育連隊、第１
特科団、第５旅団、
第７師団、第11旅団

詳しくは、
市のホーム
ページ「く
らしの情報
→防災・防
衛→防衛」
からご覧く
ださい。

　三井アウトレットパーク札幌北広島で夕食を取った後、
市内の家庭で美しく輝くイルミネーションをバスで巡り
ます。家族や友人と参加しませんか。

集合場所　中央会館（市役所隣）
定員　各日先着70人
参加料　１人3,000円
＊参加者に、クリスマスプレゼント（三井アウトレット
パーク札幌北広島の商品券500円分）を進呈します。
申込み　12 月１日の午前９時から、電話で観光協会事務局
＊12月１日（午前９時～正午）だけ専用電話（内線843・
84 9）があります。

◆問合せ　観光協会事務局（商業労働課内・内線 857）
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西
部
地
区
生
涯
学
習
振
興
会
事
業

　

新
年
を
花
で
飾
る

　

華

道

講

座

日
時　

12
月
15
日
㈬
・
28
日
㈫　

い
ず

れ
も
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
２
回
）

会
場　

輪
厚
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー

内
容　

初
め
て
の
方
で
も
で
き
る
盛
り

花
、
正
月
用
の
花
の
生
け
方

講
師　

小
椋
美み

が雅
さ
ん

定
員　

先
着
10
人

参
加
料　

全
２
回
５
０
０
円

＊
教
材
費
（
１
回
１
０
５
０
円
か
ら
）

が
別
に
掛
か
り
ま
す
。

持
ち
物　

花
器
・
剣
山
・
花
ば
さ
み

申
込
み　

12
月
10
日
ま
で
に
西
部
地
区

生
涯
学
習
振
興
会
（
☎
・
FAX

　

377
〜
６
６

８
８
）

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

〈
体
験
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
〉

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
未
経
験
者
か
初
心
者

日
程　

12
月
26
日
㈰
・
27
日
㈪　

会
場　

札
幌
北
広
島
ク
ラ
ッ
セ
ホ
テ
ル

ス
キ
ー
場

＊
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
と
ブ
ー
ツ
は
貸
し
出

し
（
１
式
５
０
０
円
）
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　

12
月
10
日

〈
初
・
中
級
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
〉

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
経
験
者

日
程　

平
成
23
年
１
月
８
日
㈯

会
場　

セ
ン
ト
レ
ジ
ャ
ー
北
広
島
ス
キ

ー
場

申
込
期
限　

12
月
20
日

〈
共
通
事
項
〉

時
間　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
11

時
30
分
、
午
後
１
時
〜
３
時

講
師　

滝
久
美
子
さ
ん
ほ
か

定
員　

各
回
先
着
15
人

参
加
料　

１
回
５
０
０
円

＊
リ
フ
ト
代
が
別
に
掛
か
り
ま
す
。

持
ち
物　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
用
具
一
式

申
込
み　

体
育
協
会（
総
合
体
育
館
内
・

☎
372
〜
０
８
０
８
）

　

ゴ
ロ
ッ
ケ
ー
・

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
開
放

　

室
内
ゴ
ロ
ッ
ケ
ー
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

を
通
し
て
冬
期
間
の
健
康
づ
く
り
を
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
平
成
23
年
３
月
ま

で
総
合
体
育
館
な
ど
を
開
放
し
ま
す
。

日
時
・
会
場　

●
総
合
体
育
館
＝
第
２

日
曜　

午
前
９
時
〜
正
午　

●
団
地
住

民
セ
ン
タ
ー
＝
第
２
・
４
日
曜
（
12
月

だ
け
第
１
・
３
日
曜
）　

い
ず
れ
も
午

前
９
時
〜
正
午　

●
輪
厚
児
童
体
育
館

＝
毎
週
水
曜　

午
前
９
時
〜
正
午　

●

西
の
里
フ
ァ
ミ
リ
ー
体
育
館
＝
毎
週
金

曜　

午
後
１
時
〜
３
時　

●
大
曲
フ
ァ

ミ
リ
ー
体
育
館
＝
毎
週
水
曜　

午
前
10

時
〜
正
午

＊
い
ず
れ
も
12
月
29
日
〜
平
成
23
年
１

月
３
日
を
除
き
ま
す
。

持
ち
物　

室
内
用
運
動
靴

＊
用
具
は
各
施
設
に
若
干
あ
り
ま
す
が
、

で
き
る
だ
け
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
教
委
社
会
教
育
課
（
内
線

８
９
０
）

子どもＩＴランド

番号 日程 時間 コース 対象（20歳以上）
141 12/15㈬
　/16㈭

9:30
～12：30

Wordで作る年賀状
＜オリジナルの年賀
状を作る＞

パソコンの基礎知識が
ある方

142 13：30
～16：30

デジタルカメラ入門1
＜撮影と取り込み＞

143 12/18㈯
　/19㈰

13：30
～16：30

Word入門1
＜案内文書を作る＞

144 12/22㈬
　/23㈭

9:30
～12：30

インターネット・Ｅメール入門
＜ホームページの閲覧
とメールの送受信＞

145 13：30
～16：30

デジタルカメラ入門2
＜写真の編集＞

過去にデジタルカメラ
入門1を受講したか、
デジタルカメラの基礎
知識がある方

日程 時間 内容 対象
12/18 ㈯ 10：00

～11：30
パソコンでバースデーカード
を作ろう！

小学
１・２年

ＩＴネットワーク講習会

定員　各コース先着12人（申込者が少ないときは中止の場合あり）
申込期限　各コース受講日の１週間前
申込み・会場　ＩＴステーション
　（中央公民館内・☎ 376-7955）

主催・ＮＰＯ北広島
ＩＴネットワーク

日・月曜
は休館

１コース 2,500円

無料

夢プラザ　ふれあいデー つきたてのもちを、きな粉とあ
んこで楽しみましょう。子ども
のもちつき体験もあります。

時間　午前10時30分～午後２時
内容　もち米のふかし、もちつ
きのつき手・合いの手、もち配
りなど
申込み　12月18日までに夢プラザ

餅つき大会で手伝い
をしてくれる方

◆問合せ　夢プラザ（☎370-7373）
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生
活

相
談

募
集

保
健

催
し

子
育
て

ふ
れ
あ
い

  「子育て＋ぷらす」は、子育てを応援するページです。出産前と、乳幼児から
おおむね小学６年までが対象の催しなどを掲載しています。

　　 対
象　

２
・
３
歳
く
ら
い
の
子
と
そ
の
親

日
時　

12
月
17
日
㈮　

午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

内
容　

紙
を
丸
め
て
簡
単
な
楽
器
を
作
る

定
員　

先
着
15
組

会
場
・
申
込
み　

大
曲
児
童
セ
ン
タ
ー

（
☎
370
〜
７
３
７
２
）　

　

子
ど
も
凧た

こ

づ
く
り
教
室

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
生　

日
時　

12
月
18
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

中
央
公
民
館　

内
容　

レ
ジ
袋
で
「
骨
な
し
カ
イ
ト
」

を
作
っ
て
揚
げ
る

講
師　

親
子
文
庫　

荒
木
順
子
さ
ん

定
員　

先
着
15
人

参
加
料　

２
０
０
円

持
ち
物　

大
き
め
の
レ
ジ
袋
（
マ
チ
が

あ
る
も
の
）
・
30
㎝
定
規
・
た
こ
糸

申
込
み　

12
月
15
日
ま
で
に
中
央
公
民

館
（
☎
373
〜
０
１
０
１
）　

　
　日

時　

12
月
18
日
㈯　

午
後
１
時
30
分

〜
３
時

内
容　

ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
、
手
品
な
ど

会
場
・
問
合
せ　

大
曲
児
童
セ
ン
タ
ー

（
☎
370
〜
７
３
７
２
）

子どもの写真をお寄せくださ
い。対象は３歳までで、１人
につき１回に限ります。
投稿方法　12字以内のコメン
トと子どもの氏名・住所・電
話番号を記入し、写真データ
を添えて直接か郵送（〒061‒
1192住所不要）、電子メール
（koho@city.kitahiroshima.
hokkaido.jp）で情報推進課
（写真はお返ししません）

最
近
は
景
気
が
悪
い
の
ネ
ェ
！

佐藤優
ゆ う は

羽ちゃん
大
き
な
電
柱
に
興
味
津
々
☆

伊藤蒼
そ う ま

真ちゃん

クリスマス会

夢
ゆ め た

太くらぶ
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庭
市
新
町
10
）

問
合
せ　

掛か
け
み
ず水
（
☎
０
１
２
３
〜
36
〜

８
５
４
５
）

▼
北
広
島
環
境
市
民
の
会
〝
リ
サ
イ
ク

ル
ミ
ニ
講
座
〞

日
時　

12
月
６
日
㈪　

午
後
１
時
〜
３
時

会
場　

環
境
市
民
の
会
事
務
所
（
市
役

所
前
）

内
容　

い
ら
な
く
な
っ
た
ワ
イ
シ
ャ
ツ

で
腕
カ
バ
ー
と
洋
服
カ
バ
ー
を
作
る

参
加
料　

３
０
０
円

持
ち
物　

裁
縫
道
具
・
ワ
イ
シ
ャ
ツ
１
枚

申
込
み　

神か
ぬ
ま沼

（
☎
375
〜
４
２
５
６
）

▼
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
北
広
島
グ
ル
ー
プ
〝
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
０
〞

日
時　

12
月
８
日
㈬　

午
後
１
時
〜
３
時

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

内
容　

世
界
中
の
人
権
侵
害
を
受
け
て

い
る
人
た
ち
の
た
め
に
手
紙
を
書
く

＊
飲
み
物
と
菓
子
を
用
意
し
ま
す
。　

問
合
せ　

黒く
ろ
は
た畑
（
☎
373
〜
２
６
３
１
）

▼
第
57
回
室
内
楽
の
た
の
し
み　

M
erry

X'm
as!　

札
響
メ
ン
バ
ー
ク
ラ
シ
ッ
ク

＆
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

12
月
18
日
㈯　

午
後
３
時
か
ら

（
開
場
午
後
２
時
30
分
）

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

曲
目　

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

プ
チ
・
ボ
レ
ロ
ほ
か

出
演　

大お
お
が
い
と

垣
内
英え

い
し
ん伸

さ
ん
（
ビ
ブ
ラ
ホ

ン
）、三
原
豊
彦
さ
ん
（
バ
イ
オ
リ
ン
）、

助
川
龍
さ
ん
（
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）

入
場
料　

２
０
０
０
円
（
高
校
生
以
下

は
８
０
０
円
）

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
、

う
え
は
ら
生
花
店

問
合
せ　

板い
た
が
き垣
（
☎
・
FAX

　

373
〜
３
１
１
３
）

▼
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト〝
勉

強
会
「
60
項
目
の
血
液
検
査
で
知
る
栄

養
欠
損
」　
〞

　

不
登
校
・
引
き
こ
も
り
の
原
因
に
、

体
の
問
題
が
潜
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

日
時
・
会
場　

●
12
月
11
日
㈯
＝
夢
プ

ラ
ザ　

●
12
月
12
日
㈰
＝
芸
術
文
化
ホ

ー
ル
活
動
室　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

講
師　

ひ
き
こ
も
り
支
援
相
談
士

問
合
せ　

大お
お
い
し石

（
☎
090
〜
６
６
９
７
〜

５
７
０
８
）

▼
上
田
泰
子
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

12
月
12
日
㈰　

午
後
２
時
か
ら

（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

曲
目　

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
作
曲
ベ
ル
ガ
マ

ス
ク
組
曲
、
べ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
曲
ピ
ア

ノ
ソ
ナ
タ
第
31
番
ほ
か

入
場
料　

１
５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

問
合
せ　

上う
え
だ田

（
☎
090
〜
５
２
２
３
〜

０
９
１
０
）

▼
北
ひ
ろ
二
蔵
社
中
〝
フ
ァ
ミ
リ
ー
餅も

ち

つ
き
大
会
〞

　

家
族
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
19
日
㈰　

午
前
10
時
か
ら

▼
グ
リ
ー
ン
リ
ー
フ
ド
ラ
ム
教
室
〝
第

13
回
発
表
会
〞

日
時　

12
月
５
日
㈰　

午
後
１
時
30
分

〜
３
時

会
場　

緑
陽
小
学
校
体
育
館

問
合
せ　

尾お
い
け池
（
☎
372
〜
６
５
４
５
）

▼
２
０
１
０
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ル
シ
ア

を
迎
え
る
実
行
委
員
会
〝
２
０
１
０
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ル
シ
ア
を
迎
え
る
会
〞

　

女
神
ル
シ
ア
を
迎
え
る
北
欧
の
伝
統

行
事
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
歌
や
踊
り

で
花
を
添
え
ま
す
。

日
時　

12
月
５
日
㈰　

午
後
３
時
か
ら

（
開
場
午
後
２
時
30
分
）

会
場　

恵
庭
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
（
恵

　

す
く
す
く
広
場

〈
大
曲
は
だ
か
ん
ぼ
保
育
園
〉

対
象　

２
・
３
歳
の
子
と
そ
の
親

日
時　

12
月
８
日
㈬　

午
前
10
時
か
ら

内
容　

ホ
ー
ル
で
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ

定
員　

先
着
10
組

＊
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

大
曲
は
だ
か
ん
ぼ
保
育
園
（
☎

376
〜
２
５
３
７
）

〈
大
曲
い
ち
い
保
育
園
〉

対
象　

１
歳
６
カ
月
〜
就
学
前
の
子
と

そ
の
親

日
時　

12
月
22
日
㈬　

午
前
10
時
〜
11
時

内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
会

定
員　

先
着
30
組

申
込
み　

12
月
15
日
ま
で
に
大
曲
い
ち

い
保
育
園
（
☎
377
〜
２
８
２
５
）

〈
す
ず
ら
ん
保
育
園
〉

対
象　

２
歳
〜
就
学
前
の
子
と
そ
の
親

日
時　

12
月
21
日
㈫　

午
前
10
時
〜
11
時

内
容　

保
育
園
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
参
加

定
員　

先
着
12
組

申
込
み　

12
月
15
日
ま
で
に
、
す
ず
ら

ん
保
育
園
（
☎
372
〜
２
２
１
５
）　

　

親
子
に
こ
に
こ
広
場

〈
わ
ら
べ
唄う

た

遊
び
〉

対
象　

妊
娠
し
て
い
る
方
か
、
８
カ
月

ま
で
の
子
と
そ
の
親

日
程　

12
月
10
日
㈮　

申
込
期
限　

12
月
９
日

〈
絵
本
を
楽
し
も
う
〉

対
象　

９
カ
月
〜
１
歳
２
カ
月
の
子
と

そ
の
親

日
程　

12
月
15
日
㈬　

申
込
期
限　

12
月
14
日　

〈
共
通
事
項
〉

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

先
着
10
組

会
場
・
申
込
み　

地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
い
あ
い
」
（
☎
376
〜
６
６

３
７
）
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会
場　

夢
プ
ラ
ザ

内
容　

創
作
芸
能
「
餅
つ
き
囃は

や

し
」
の

伴
奏
で
も
ち
つ
き
を
し
て
試
食

定
員　

先
着
20
組

参
加
料　

１
人
２
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
な
ど

＊
餅
つ
き
囃
し
の
踊
り
手
も
募
集
し
て

い
ま
す
。

申
込
み　

12
月
10
日
ま
で
に
立た

ち
ざ
き崎

（
☎

372
〜
２
７
７
１
）

▼
北
広
島
福
音
キ
リ
ス
ト
教
会
〝
教
会

の
ク
リ
ス
マ
ス
〞

日
時
・
内
容　

●
12
月
12
日
㈰　

午
後

２
時
30
分
〜
３
時
30
分
＝
ク
リ
ス
マ
ス
・

コ
ン
サ
ー
ト　

●
12
月
18
日
㈯　

午
前

10
時
〜
11
時
30
分
＝
子
ど
も
ク
リ
ス
マ

ス
会
（
人
形
劇
な
ど
）　

●
12
月
19
日

㈰　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午
＝
ク
リ
ス

マ
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
、
午
後
０
時
30

分
〜
２
時
30
分
＝
ク
リ
ス
マ
ス
祝
い
会

（
ラ
ン
チ
、
ビ
ン
ゴ
な
ど
）　

●
12
月

24
日
㈮　

午
後
７
時
〜
８
時
＝
キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト　

会
場　

北
広
島
福
音
キ
リ
ス
ト
教
会（
泉

町
１
丁
目
２
〜
３
）

問
合
せ　

米よ
ね
や谷

（
☎
372
〜
１
０
３
１
）

▼
よ
り
づ
か
☆
ち
ょ
い
ス
ポ
倶く

ら

ぶ

楽
部〝
体

験
ヨ
ガ
教
室
〞

　

ヨ
ガ
で
健
康
な
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

●
毎
週
月
曜
＝
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分　

●
毎
週
木
曜
＝
午
後
７

時
〜
８
時

会
場　

四
里
塚
会
館
（
大
曲
柏
葉
５
丁

目
11
〜
５
）

参
加
料　

１
回
５
０
０
円

＊
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

よ
り
づ
か
☆
ち
ょ
い
ス
ポ
倶

楽
部
（
☎
・
FAX

　

376
〜
３
４
９
７
）

▼
平
岡
福
音
キ
リ
ス
ト
教
会
〝
真
夏
の

ク
リ
ス
マ
ス
を
体
験
し
よ
う
！　

〜
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ナ
イ

ト
〜
〞

　

ケ
ー
キ
を
食
べ
て
、
ク
イ
ズ
な
ど
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
18
日
㈯　

午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

夢
プ
ラ
ザ

定
員　

先
着
60
人

申
込
み　

マ
ン
ダ
ー
ズ
（
☎
・
FAX

　

376
〜

０
２
３
０
）

▼
第
25
回
道
の
会
コ
ン
サ
ー
ト

　

生
誕
２
０
０
年
を
迎
え
た
シ
ョ
パ
ン

の
作
品
が
中
心
の
ピ
ア
ノ
演
奏
会
で
す
。

日
時　

12
月
25
日
㈯　

午
後
５
時
か
ら

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

問
合
せ　

藤ふ
じ
た田

（
☎
090
〜
１
６
４
７
〜

９
２
４
２
）

　
▼
北
広
島
中
央
ペ
ン
習
字
会
〝
ペ
ン
習

字
（
硬
筆
書
道
）
講
座
〞

　

美
し
い
字
で
手
紙
が
書
け
る
よ
う
、

学
習
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

平
成
23
年
１
月
か
ら
の
第
２
・

４
木
曜　

午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー
か
中
央
会
館（
市

役
所
隣
）

講
師　

日
本
ペ
ン
習
字
研
究
会
師
範

会
費　

月
額
２
０
０
０
円

申
込
み　

12
月
11
日
ま
で
に
太お

お
た田

（
☎

373
〜
５
５
１
７
）

▼
日
本
詩
吟
学
院
岳
風
会　

東
吟
詠
会

　

詩
吟
を
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
週
木
曜　

午
後
１
時
か
ら

会
場　

野
口
宅（
中
央
５
丁
目
３
〜
４
）

会
費　

月
額
１
０
０
０
円

問
合
せ　

野の
ぐ
ち口

（
☎
372
〜
３
５
０
６
）

▼
北
広
島
市
赤
十
字
奉
仕
団

　

赤
十
字
活
動
や
高
齢
者
の
た
め
の
サ

ロ
ン
開
催
、
学
校
・
福
祉
施
設
へ
寄
贈

す
る
ぞ
う
き
ん
縫
い
な
ど
を
楽
し
く
し

て
い
ま
す
。
活
動
を
見
学
に
来
て
く
だ

さ
い
。

＊
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

日
赤
北
広
島
市
地
区
（
社
会

福
祉
協
議
会
内
・
☎
372
〜
１
６
９
８
）

生
活

相
談

募
集

保
健

催
し

子
育
て

ふ
れ
あ
い

　まだ特別支援学級などが整備されていなかった昭和49年、
障がいがある子どもを持つ６家族が手を取り、悩みを分か
ち合おうと、親の会を立ち上げました。現在、正会員44人
のほか、趣旨に賛同してくれる賛助会員が114人｡今年35周
年を迎えました。
　会では、子どもの情緒安定や体力向上を目指し、行政や
民間の支援で陶芸・料理・サッカー教室などを開催してい
るほか、温泉バスツアーやキャンプで社会人としてのマナ
ーを学んでいます。また、放課後の子どもの過ごし方を指
導したり就業者の支援をしたりもします。会員が出席した

バスツアーの昼食会。みんなと一
緒の食事は、楽しくておいしいです

しょうがい児者を持つ
親の会

講演会の報告などは、みんなが
情報を共有できるように広報紙
「みどりのアスパラガス」に掲
載しています。「共通の悩み事
を話し合うことで気持ちが楽に
なります」と保護者の一人が話
してくれました。関心がある方
は会長の佐藤さん（☎ 377‒7287）へ。

広報紙は「アスパラガスのよ
うに子どもが伸び伸び育って
ほしい」と願って名付けたそう

◆
「
ふ
れ
あ
い
通
信
」
は
サ
ー
ク
ル
の

会
員
募
集
や
行
事
を
市
民
に
お
知
ら
せ

す
る
通
信
欄
で
す
。
一
部
の
特
定
の
方

や
会
員
の
掲
示
板
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
営
利
や
政
治
、
布
教
を
目
的
と

す
る
活
動
な
ど
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

◆
広
報
原
稿
を
提
出
す
る
際
は
、
日
時

や
電
話
番
号
な
ど
を
、
も
う
一
度
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
人
名
や
読
み

が
難
し
い
も
の
な
ど
に
は
、
必
ず
振
り

仮
名
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
は
６
カ
月
に

一
度
の
掲
載
に
限
り
ま
す
。

◆
広
報
原
稿
は
直
接
か
FAX

　

372
〜
５
１
１

５
、
電
子
メ
ー
ルkoho@city.kitahiro

shima.hokkaido.jp

（
ア
ド
レ
ス
が
変

わ
り
ま
し
た
）
で
情
報
推
進
課
へ
。
原

稿
の
文
章
は
１
団
体
最
大
２
４
０
字　
（
15

文
字
×
16
行
）
で
す
。
最
大
文
字
数
の

範
囲
内
で
も
、
一
部
省
略
や
表
現
の
変

更
な
ど
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
「
参
加
し
ま
せ
ん
か
」
に
掲
載
す
る

行
事
を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
原
則

掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
し
な
い
場

合
は
事
前
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
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＊
本
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
１
０
０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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昨
日
届
い
た
３
ｍ
の
モ
ミ
の

木
。
本
物
の
木
っ
て
森
の
に
お

い
が
す
る
ね
。
牛
乳
パ
ッ
ク
や

プ
チ
プ
チ
を
使
っ
て
、
モ
ー
ル

も
飾
り
も
み
ん
な
で
作
っ
た
の
。

ど
こ
に
飾
ろ
う
？　

や
っ
ぱ
り

一
番
目
立
つ
と
こ
ろ
か
な
。

　

ラ
イ
ト
を
付
け
る
の
は
、
み

ん
な
の
掛
け
声
「
ビ
バ
・
フ
ァ

ン
タ
ジ
ア
！
」
。
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
も
び
っ
く
り
す
る
く
ら
い

す
て
き
な
ツ
リ
ー
が
で
き
た
よ
。

　

モ
ミ
の
木
は
、
春
に
な
っ
た

ら
園
の
森
に
植
え
る
ん
だ
っ
て
。

　
今
月
の
表
紙
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に聴き入りました。ドラムやベース、ピアノの巧みな
演奏と見事なボーカルは観客を魅了します。時にはリ
ズムに合わせ手拍子を送るなど、演奏者たちと一体に
なって盛り上がりました。
　友人同士で訪れた女性は「プログラムが進むごとに
楽しくなりました。編曲も面白かったし、来て良かっ
たです」と、満足そうでした。

は感動の面持ち。
　男性はちょう
ネクタイ、女性
はバラを胸に、
無事に歌い終え
てほっと一息。  
達成感に包まれ
ていました。

　11月14日、西
部小学校で開か
れたジャズコン
サート。大人か
ら子どもまで約
80人が来場し、
「Ａ列車で行こ
う」などの名曲

　ティーボールは腰の高さに合わせたバッティングテ
ィーにボールを載せて打つ、野球に似た競技です。
　11月21日､ 道内の障がい者や小学生などの83チーム
が、札幌ドームで熱戦を繰り広げました。　

　　「ドームで試合ができて楽しかった」と満足気な子
もいれば、負けたことが悔しくて泣いている子もいま
す。当市からは15チームが参加。準決勝まで勝ち進ん

だチームも。熱
の入った応援に、
選手たちはプレ
ーで応えます。
　障がいの垣根
を越えた温かい
交流が生まれま
した。

　少し肌寒くなった10月22日、芸術文化ホールで老人
クラブ連合会演芸文化祭が開催されました。
　幕開けは、大曲の緑寿会による広島村開村記念歌。
４・５年前の文化祭で上野市長がこの歌を紹介したこ
とをきっかけに、楽譜を頼りに再現したそう。「この
日のためにみんなで努力を重ねました。83歳になる女
性は、前夜も遅くまで練習したんですよ」 と筑

つ く だ

田会長

　11月６日、地
域での支え合い
などを話し合う
シンポジウムが、
西の里会館で開
かれました。地
域ケア会議は、
住民や医療・福
祉関係者が集まって高齢者の身近な課題を話し合う会
です。この日は、高齢者を中心に約70人の満席。
　地元の健康クラブやグループホームの活動報告では、
ラジオ体操や地域のお茶の間を通して、住民同士がぐ
っと身近になったという話に皆さん納得。「退職すると、
社会とのつながりがなくなります。これからは地域の
活動に参加したい」と、男性参加者は話していました。

老人クラブ連合会演芸文化祭

西部デリバリー・J
ジ ャ ズ

AZZ  N
ナ イ ト

IGHT 赤い羽根ティーボール北の甲子園大会

西の里地区地域ケア会議シンポジウム


